
第 2章 北海道の農業景観における植物種多様性

2幽1.十勝地方の農業景観における植物種多様性

2-1-1.緒論

十勝地方は北緯 42.1
0

'"'-'43.6
0 

，東経 142.7
0

'"'-'144.0
0

に位置しており，太平

洋側東部北海道型気候区に属し，十勝のほぼ中央に位置する帯広市の年平均気温

は 6.5
0

Cで，年平均降水量は 922.7mmである O 冬季聞は比較的降雪量が少ないた

め土壌凍結が進み，春季の融雪が遅れる場合がある O 農業においては北海道有数

の畑作@酪農地帯を形成しており，規則正しく農地を区画するカラマツ防風林や

広大な畑地にところどころに残されている孤立林ではカシワ，ヤチダモ，ハノレニ

レなどの樹林景観が発達している。

北海道作物統計(農林水産省北海道統計事務所， 1998)および北海道林業統計(北

海道水産林務部， 1998)によれば，北海道の土地面積は 835万 haであり，森林は

66.9%，農耕地は 14.3%である。農耕地面積は 120万haであり，田耕地は 19.9%，

普通畑は 34.9%，牧草地は 44.9%，樹園地は 0.3%である O 作付け別に見ると水

稲 15.4万 ha，畑作物 28.4万 ha，野菜 5.1万 haである o

これを十勝(1市 19町村)で見ると土地面積は 102万 ha，森林(国有林，道有林，

市町村有林およびその他の民有林，以下同じ)は 68.6%，農耕地(田耕地，普通畑，

牧草地および樹園地，以下向じ)は 25.4%である。農耕地面積は 26万 haであり，

田耕地は 0.7%，普通畑は 67.9%，牧草地は 31.4%，樹閤地は 0.03%となってお

り，作付け別に見ると水稲が 0.02万 ha，畑作物 13.04万 ha，野菜 0.87万 haで

ある oこのように，十勝は北海道の中でも有数の農業での土地利用を図っており，

平野部中央に十勝川，東北部に利別J11が貫流しており，その流域に壮大な農業景

観を形成している o

当管内には，音更川や札内川流域にはケショウヤナギが生育しており，更別村

の畑作地帯にわずかに残っている湿原ではヤチカンパが見られ，それぞれ学術的

に保存されている o 河間半林や河岸段丘地などの自然を除けば，広大な畑地の中に
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は開拓期以来のカラマツ耕地防風林をはじめ，乾燥地帯におけるカシワ林や湿地

帯におけるヤチダモ林などが孤立林的に残されている。また，畑地では栽培の種

類が単純化された数種の作物が農業景観の中心をなす中で，こうした人工林や雑

木林は植物種多様性を維持する上できわめて重要な環境であろうと考える O

北海道における雑草の種類および分布は地域によって多種多様(桑原， 1963)で

あるが，当十勝地方の農業景観における主たる植物種である雑草種(渡辺ら， 1965) 

の文献は少なく，また，家畜有毒植物および年々増加の傾向にある(加藤， 1974) 

帰化植物の種数に関する調査例も少ない。

また，近年は農業技術も農業機械の開発振興により，手作業から機械作業へ，

加えて各種化学肥料の施用，農薬による病害虫防除や除草等，農業労働力の軽減

が進むなど，農作業の質的転換が図られたが，付随して自然への影響を及ぼす環

境問題が発生したことから，環境保全と植物種多様性保全のための農業景観にお

ける植物種の調査研究の意義は大きい。

そこで，本研究では，十勝地方の農業景観における植物種を調べ，植物種多様

性の特徴を明らかにし，その保全について検討するために行った。

2・1・2. 調査対象および方法

調査対象地域は十勝全域 1市 16町 3村とし， 1967年から 1974年にわたって

農業景観における植物種の出現動態を調べた。

調査対象は，農耕地である畑地およびその周縁に生育する雑草，水田および畦

畔に生育する雑草，また農耕地のほか路傍，荒地などの放棄地，河川域などに生

育する家斎有毒植物および帰化植物した。調査は 5月から 10月までの植物生育

期間に，徒歩による踏査による濃密な採集作業を行い，種子植物およびシダ植物

について集めたすべての植物をさく葉標本にして同定を行った o

植物の同定および植物目録の作成にあたって，大井(1975; 1978)，回)11(1965) 

に拠った。これらの文献に記載のない植物については木村ら(1967;1966; 1967)， 

牧野(1966)，岡本(1967)に拠り，更に帰化植物については長田(1970，1974)，桑

原(1966)，家畜有毒植物については宮本ら(1942)に準拠し，対象植物はそれぞれ
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草本に限定したo 雑草については笠原(1969)，沼田ら(1968)，桑原(1963)，関口

(1975)，渡辺ら(1965)，渡辺(1978)を参照した。また十勝の植物ついては，伊東

(1976) ，広川(1969)，加藤(1974)，十勝教育研究所(1975)，横山(1950)を参照し

た。

種数の算出に当たっては，亜種，変種も便宜上 1種と数えた。調査時点での希

少な帰化植物については採集年，採集者，採集地を付記した。

植物目録の作成については，農耕地雑草として畑地に出現する雑草は，畑地お

よびその周縁に出現する雑草として表 2帽1に，水回に出現する雑草は，水田，畦

畔および水路周縁に出現する雑草として表 2制2に，畑地と水田に共通して出現す

る雑草は田畑共通雑草として表 2・3にそれぞれ示した。家喬有毒植物は表2舗4に，

帰化植物については表 2鋼5に示した。また雑草区分ごとの科@種数を表 2嗣6に示

した o

2-1・3. 結果および考察

本研究において採集し問定した植物は 67科 412種であった。一年生は 95穏，

ー@越年生は 21 種，越年生は 34 種，多年生は 262 種であった O 全植物の中で~ . 

越年生，越年生を含めた一年生(以下同じ)は 36.4%，多年生は 63.6%であった。

以上の数値は，生物多様性の評価はまず「種j を数え上げることによって認識

されるし，地域の生物群集を反映し地方型を認識することが重要(矢原， 1997)で

あることから，十勝の植物種の多様性の特徴を認識する上での基本となる。

畑地雑草では 43科 234穏の雑草が確認できた(表 2・1)。そのうち一年生は 94

種で 40.2010，多年生は 140穏で 59.8%であった。種数の多い科としてはキク科

46種，イネ科 38種，ナデシコ科 18種，アブラナ科 14種，マメ科目種，タデ

科目種，パラ科 8種，シソ科 8種，ゴマノハグサ科 6種であり，これらで全体

の 70.0%を占めた。またキク科が 19.7%，イネ科が 16.2%であり，これら 2科

で全体の 35.9%を占めた。このように畑地雑草にはキク科およびイネ科植物が多

かった。このことについて，渡辺ら(1965)が十勝地方の畑地で調査した結果と同

じであり，多年生が一年生を上回っていたことは，多年生が一度農耕地内に発生
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すると，その駆除が大変である(渡辺ら， 1965)。そのことから，今後の畑地にお

ける除草剤やカルチベータによる機械除草体系と，雑草の繁殖特性に対応した耕

種的防除を加味した環境保全型総合的防除法を模索する上での参考データーとな

ろう o

水田雑草では 30科 80穏が確認できた(表2・2)。そのうち一年生は 31種で38.7010

であり，多年生は 49穏で 61.3%であった。また，種数の多い科はカヤツリグサ

科目種，イグサ科 8種，イネ科 8種であり，これらで全体の 38.8%を占めた。

水田雑草にはカヤツリグサ科およびイグサ科などの湿性植物が多いことで，水田

が湿生植物の保全をもたらす有力な環境にあることが理解できた。

田畑共通雑草は 12科 33種が認められ，多年草は 21種で 63.6%であった(表

2・3)。

以上，農耕地全体では 347種の雑草が認められ，そのうち一年生は 137種で

39.50/0，多年生は 210種で 60.50/0であった。

渡辺ら(1965)は十勝地方の畑地雑草として，発生量の多いものにハコベ，ナギ

ナタコウジュ，イヌタデ，ツユクサ，タニソパ，スカシタゴボウを挙げている。

また，分布調査では，シロザ，ナギナタコウジュ，アキメヒシパ，ハコベ，ツユ

クサ，イヌピエの 6種が普遍的であり イヌタデ オオイヌタデ スカシタゴボ

ウ，アキノエノコログサの 4種も広く分布していると報告している o また多年草

では，ハチジョウナ，ヒメスイバ，スギナ，コヌカグサ，シパムギなどを挙げて

いる。

植物群集は自然活動だけではなく，人間活動によっても作り出される。適度に

撹乱(火入れなど)を受けてきた半自然の植物群集では特に生物多様性が高いこと

から，農業の生産活動によって創出された景観には生物多様性が高く，その維持

を図ることはきわめて重要である(中越， 1997)。また，野草は人間の撹乱の外側

にあり，雑草はその内側で自然に生育する植物群であり，栽培植物は人間の手助

けがなければ繁殖しない植物群である(伊藤， 1993)。こうしたことから，農業活

動により雑草など農業景観における植物群が維持されてきたものと捉えられる o

本調査において，こうした植物は農業生態を構成する主要な畑地雑草としてあ
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げることができ，農業現場においてそれらの植物の繁茂状況が観察された。これ

らを十勝での雑草防除の基礎資料としての評価を提示するとともに，雑草と人間

は対立関係、ではなく，人間の生存環境を創成し維持することから， r雑草といえど

も人間の命の源であるJ，r雑草とともに生きるJ(前， 2007)という視点を捉えて，

植物種多様性としての雑草を認識することが大事であろう o

こうした植物種多様性は畑地問の緩衝帯や，畑地内のカラマツ防風林やヤチダ

モ孤立林などと畑地の間の緩衝帯，あるいは道路沿線の法面と畑地との聞の緩衝

帯などにおける草原を維持管理することで，保全ができると考えられるが，この

ことの意義については今後の調査研究での検証成果によるだろう。

次に家畜有毒雑草は 31科 78種で，多年草は 61種で全体の 78.2%と多かった

(表 2陶4)。これらの家畜有毒植物も当然植物種多様性として重要な植物であると認

識する o

また，帰化植物は 24科 121種であり，一年生は 55種で 45.5%，多年生は 66

種で 54.5%であった(表 2・5)。全雑草中に占める帰化植物は 29.4%と高いことが

わかった。帰化植物の中ではキク科とイネ科が多い。これらには牧草として導入

された種が野生化したものがかなりあり(鷲谷， 2002)，イネ科ではオニウシノケ

グサ，カモガヤ，オオアワガエリなどがあり，これらは要注意植物として外来生

物法(2007)に指定されたものである o また，キク科では外来生物法(2007)に指定

されたオオハンゴンソウも観察され，これらの植物種は生態系の中で在来植物に

置き換わる強力な生育力を持つ植物として指定されたものである O

こうした植物は，イギリスにおける日本産イタドリを抜き取りし駆除している

(鷲谷， 1998)例から，メIj取りや抜取りなどを行い，生態系における撹乱を防ぎ植

物種多様性の維持を図っていくことが大事であろう o

戦後間もない頃，十勝の帰化植物は 44種(横山， 1950)であったことから，本

調査では，農耕地においても帰化植物が増加の傾向にあることを植物の種数の上

から把握することができた。帰化植物の比率によってその地域の人為的影響を図

ることが出来る(浅井， 1994)ということから，今後十勝における帰化植物の増加

状況についても調査していく必要があろう。
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本調査において，絶滅危慎種(北海道生活環境部， 2000;環境省， 2007)として，

タヌキモ，オオアブノメ，イトモ，アギナシ，ミクリ，タマミクリ，エゾミクリ

の 6種が観察された。これらは，水田雑草(表 2・2)の中に出現しており，雑木林や

水田など人間が利用してきた環境に，高い生物多様性が見られ，二次的自然だけ

に棲息している絶滅危倶種がいること(矢原， 1997)を改めて認識することができ

た。

以上のように農業景観における農耕地での雑草の種数は極めて多く，植物種多

様性が高かった。植物種の絶滅は，それを利用している動物の絶滅を引き起こす

(矢原， 1997)という観点に立っとしても，農業生産による農業の発展は生物多様

性を維持するのとは反対の動きである(伊藤， 2003)。しかし，これからの農業は

こうした相対する概念を両立させる方策を模索し，植物種多様性を保全すること

により蝶や鳥などの動物種多様性を保全し，生物多様性保全に繋がる方策を探り，

実行することが大事になってくるであろう O

雑草区分ごとの科・種数を表 2・6に表した。科数の最も多いものは畑地雑草の

43科であり，次いで家畜有毒植物の 31科であり，全雑草では 67科であった。

また，多年生雑草はどの区分においても多年生が多く，全雑草の中に占める多年

生の割合は， 63.6%であった。

本調査で確認した全雑草 412種の中で種数を多く含む科を列挙すると，キク科

(59種)，イネ科(58種)，タデ科(25種)，アブラナ科(20種)，ナデシコ科(20種)，

カヤツリグサ科(18種)，マメ科(17種)，キンポウゲ科(17種)，シソ科(14種)，ゴ

マノハグサ科(12種)であった。

2・1-4. 要約

1967年'"'-'1974年まで十勝の農業景観における植物穏を調査し，以下の結果を

得た。

1.同定した全植物種は 67科 412種であり，そのうち一年生は 36.4%で 150種，

多年生は 63.6%で 262種であった。

2. 畑地雑草は 43科 234種であり，そのうち一年生は 94種で 40.2%，多年生は
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140種で 59.8%であったo 種数の多い科はキク科，イネ科，ナデシコ科，アブ

ラナ科，マメ科，タデ科.パラ科，シソ科，ゴノハグサ科であった。キク科お

よびイネ科の 2科で全体の 35.9%を占めた。

3. 水田雑草は 30科 80種であり，そのうち一年生は 31種で 38.7%，多年生は

49穏で 61.30/0であった。種数の多い科はカヤツリグサ科，イグサ科，イネ科

であり，これらで全体の 38.8%を占めた。

4. 田畑共通雑草は 12科 33穏であり，多年生は 21種で 60.9%であった。

5.農耕地全体では 347種が確認でき，そのうち一年生は 137種で 39.5%，多年

生は 210穏で 60.5%であった。

6. 家畜有毒植物は 31科 78穏であり，そのうち多年生は 61種で 78.2%であっ

たo

7. 帰化植物は 24科 i21種であり，一年生は 55種で 45.5% 多年生は 66種で

54.5%であった。

8.雑草区分ごとの科・種数調査では，畑地雑草で 43科，全雑草で 67科であり，

多年生雑草はどの区分においても多く，全雑草の中で 63.6%であった。

9. 全草種 412種の中で種数の多く含む科を，多い順に列挙すると，キク科，イ

ネ科，タデ科，ナデシコ科，アブラナ科，カヤツリグサ科，マメ科，キンポウ

ゲ科，シソ科，ゴ、マノハグサ科であった o

10.雑草は人間と対立するのではなく，植物種多様性として認識することが大事

であろう。また，絶滅危倶種なども水田に見られたことから，これらを含めて

多くの植物種を保全にしていくなど，農業生産と植物種多様性の共生を図る農

業のあり方を模索し実践することが大事で、あろう O そのためには，畑地問や雑

木林と畑地問の緩衝帯である草原の維持管理をする中で植物種の保全が可能と

考えられる。

11.畑地雑草や帰化植物の中ではキク科およびイネ科が多かったのは，移入種で

ある牧草が逸出したものもあり，これらの中には生態系撹乱など外来生物法

に指定されているものも含まれていることから，抜き取りなどの実践により在

来植物種の保全を図っていくことが大事であろう O
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科

キク科
(46種)

十勝地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)
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ザミ※Centaurean虎ra L. (1971園K.広尾町)"ムニィJ主主;;.叩L347J会?31.fz
1.ヨ点J立去、!J."J.?， アキタフキ，ヤマハハコ，シラヤマギク，サワヒヨドリ，ヒヨドリ
パナ aヨツバヒヨドリmムキヌガサギク(1968.I m中札内村)ムオ7オ園イ.~~.~:';(. "J.立
(1967寸a中札内村)8.:t-，立て(芳-Aオ:ま7...?.をぐ悲，'J..ワEオトコモギ aイヌヨモギ幽ヒ口
ノ¥ウラジ口ヨモギ帽オオヨモギ

ウリ科 ¥P アマチャヅル
オミナエシ科 IP オトニコエシmオミナエシ
アカネ科 IA四WAIヤエムグラ

P 力ワラマツバ箇ホソパノヨツパムグラ
オオバコ科 Ip 1.~2オ:生J'\:ヨ置才オバコ箇ムホザキオオバコ商工ゾオオバコ
ゴマノハグサ科IA トキワハゼ
(6種) IAmWAIムB，T4JFJ32!J

WA  Iオオイヌフグリ

ナス科
P II .. ~lij.，芳:れ)rう関東:ィバ?箇~君主~:(1974寸闘中札内村) m.6.ムラサキサギゴケ
A イヌホオズキ
P ムホオズキ

シソ科 IA ヂ竿ヂ多吉ウジユ網7.:;r..:?詩:f:!Jユ:ょ?
(8種 Ip クルマパナ aムヤマクルマバナ留イヌゴマ箇力キドオシ飽ウツボグサ zナミキソウ
ムラサキ科 IA弱WAIAぷ入ヨムラ国立汗来(1972四 K劉広尾町). 

ρ1.6..26鍾k:t~:.:t
ヒルガオ科 IA ムネナネシ力ズラ司クシ口ナネシカズラ，

p ヒルガオ町ヒ口ハヒルガオ
ガガイモ科 Ip 1.:1生玄歯ガガイモ
サクラソウ科 Ip コナスビ留クサレダマmオカトラノオ
セリ科 IWA Iヤブジラミ
アカパナ科 Ip ヤナギラン¥ど'3:.':1.ヨゴ.Cfy
スミレ科 Ip ツボスミレ姐タチツボスミレmスミレ
オトギリソウ科Ip オトギリソウ-0ムオオ忠士!J:批正，1)来(Hypericumma}us(Gray)Britt. 1972四K羽広尾町)
ブドウ科 Ip ノブドウ
ツリフネソウ科IA
トウダイグサ科IA
ヒメハギ科 Ip 
カタ1¥ミ科 Ip 力タ1'¥ミmユニゾタチカタ/ミミ
フウ口ソウ科 IA 舗 WAI .6.謹:吉弘会C2~ウ園田

-.6.ニシキソウ(1974-1陶中札内村)

p イチゲフウ口飽ゲンノショウこ1姐ミツバフウ回
マメ科
(13種)

A ヤハズソウ-.6.;ユ1:.':1.1:弘~.2:!t・来 (1972 鱈 K. 広尾町. 1974-1.中札内村).ム2/.え
fzay，ツ~i.?.~土※ (1972 園 K. 広尾町. 1974回1.中札内村).ヤブマメ

注)1967年から1974年まで採集
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表2-1 十勝地方の農業費観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)(つづき)

4
斗・
1
冷
， 現生活型 出 雑 革

112AE133;煎 (1972s K.士幌町)mムミヤニヨグサmツルフジバカマ回クサフ、二と
ムラ泣ま固なi.?.:f m，ぷ日.'/.~2:tt.Bまオ会t'':f:よ{，'ゲ .0 1J.:;，岡田バ':I.i.鐙う互訪米
日均/iumrepens L. var. ni.旨ncans G.Uon. ¥ 1日66sK毘音更町， 1974-1属中札
内村)鎗ムム立す留ま立:宝主主シ
キンミズヒキ Bナガボノシ口ワレモコウ闘オオダイコンソウ Eカラフトダイコン、ノウ
ムオ:生̂ ピゴ牙 (1967.神山飽中札内村.1972園K.音更町四広尾町)
ム;長'.ll.忌.';t，志上y.点 mキジムシ田園ミツバチグリ繍
ムI..)~詰:tf.オシ※ (1972-K園広尾町トムオJ回).'1.告ガ:ぅ留な来 (1972"K広尾町)
ムヒ~:r..~土ぷナ※ (1967.長崎属中札内村)姐ゴー

A 回 WAI~台去来11723r
WA  Iナズナ .1J.:支i: 1.~ぷィゴゴ才m忍ナ (1972.K園広尾町 a 帯広市)留 AfZLィddゴ:ぷ才
ム工、ノ、スズシ口.1J.:::J:!コ窓辺ヴ※(1970-K.鹿追酎)

ρ lハルザキヤマガラシ幽Aイヌガラシ幽セイヨウワサピmム;i-.kL)::CSガシ
A ヲ子 3・…
WA  Iエゾキケマン
P 1:1こゾエンゴサク

キンポウゲ科 Ip アキカラマツ園カラマツソウ聞こEゾカラマツ
ナヂシこ3科 IA ツキミセンノソウ箇Äl.!.)~う3142mサ周オ:式γ~t.?立
(18種) IA 酒 WAI ム立;3:5，三~1.!.:2:サ (1967.1- 中札内村).ツメクサ

WA  Iムムシ上!J園才網iι;;;t，-ミミナグサmムオ記タ:主芸ゴ72:サ奴(1971回1m広尾町)，
ハコベムミドリハコベ米筒ノミノフスマ.0ム上高'../.1，ムヨぷ Sρθrf!u/aria 
gramines L. (1967図ト中札内村)舗ウシハ3ベ
フシグ口 mナガパツメクサ臨オオヤマフスマ箇エゾオオヤマJ
センノウ
スメとI)E:ニ工
r北x1'.t!ウ.イヌピニL
ffi?t去;:E.点ラai之日主点~※・ム;;J:r.iJ:!f慣シ口ザ網アカザ
ミチヤナギ冨 Ä!.~1.主王宮才旬子"イシミカワ幽ウラジ口サナエタヂ掴オオイヌタデ
イヌダチヘνムttl í.ミラ餓~.';tJ.k~:f.ハlルしタヂ
.ιヒii.込5ゴ1ぷ;
之瓦=力ナピピ、キソウ
エゾイラクサmムカゴイラクラ
ム以袋
アヤメ
ヒメイズイ Eキジカクシ悶ノビル
ズズメノヤリ
ツユクサ
タガネソウ
ウ.:?/..牙点ヒ寺※"ムオオニワホニJIJ環A力才.1J12:せィ※(1971.1周広尾町)
イヌピ工 E キンエノ::J口前エノ:コ口グサ.~ムラサキエノコ口グサ aアキノエノ:コ臼
グサ霞ムメヒシバ笛ムアキメヒシパ甥キタメヒシパ

A鴎WAI.t.J，薗ぷI..=t.ぷ弘長岡ムナギナタガヤ aズズメノ力タピ
WA  1ムネズミムギ
p シパ不平:"Ö .6.乙うでな!.~.J:うま Agroρtyron repens var. arisfafum Baumg. 
(1972.:武闘帯広市， 1974寸闘中札内村)図工ジカモジグサ.*.'1.ム子臨ウシノケ
グサ回イチゴツナギ回アオイチゴツナギ"ムオ:式9..~.I.~うr.C1.サ:.1二日 1\乙2なぷケ
ダ聞-!j-.力志抵うでB77e1iACZaf土mム;G::Z.1.=t.;f:;!土子園ニワホ::J1) .オオネズミガヤ

パラ科
(8種)

アブラナ科
(14種)

ケシ科

スベリヒユ科 IA
ヒユ科 IA 
アカザ科 IA 
タヂ干ヰ IA 
(13種)

P 
ビャクダン科 Ip
イラクサ科 lρ 
ドクダミ科 Ip 
アヤメ科 Ip 
ニLリ科 Ip 
イグサ科 Ip 
ツユクサ科 IA 
カヤツリグサ科Ip
イネ科 IA 
(38種)

P 

p 

A 

p 司ム忍':/.ヨゴ
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十勝地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)(つづ審)

手ヰ 生活型 出 現 雑 革

P 1 .6..:立::Cà2.:;J.~.~.~ Hieroch/oe odorata vaγ. odorata L. (1974也K幕別町
音更町.1974-1- 中札内村)園 .6.1. ~Jkjf:r B 0ムjlzifふミ戸Pha/a.巾
arundinaceae L. 聞に何'ctaL. (1972-Km]去尾町)四コ来カグサ園エゾヌカボa

トクサ科 IP 
イノモトソウ科Ip

aイワノガリヤス aヤマアワ周

:家畜有毒植物，…信組帰化横物

合計 43科 234謹

b)A:一年生、A岡WA:一年生または越年一年生、WA:越年一年生、 P:多年生
， c)ム:十勝植物誌に記載されていない植物
d)O:一般の植物図鑑に記載されていない植物
e)※:十勝地方で最近新しく発見された希少帰化植物
f)採集者 K:加藤 1:伊東
注2)表の中に示した雑草は高等植物(革本)及び羊歯植物に限定した
注3)衰の中に示した科の欄の種数は6種以上を対象とした。以下すべて同様にした。
注4)エゾスズシ口は在来種とし，コアカザおよびオナモミは帰化植物とした。
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表2-2十勝地方の農業景観における水田雑草(水田，畦畔および水路周縁に発生する雑草)

出
一
:

1
1

一ギ一
コ
ー

一
ケ
パ
ザ

一
ゆ
イ
ム

一
ゃ
ん
ア
ヤ

一
足
オ
ツ

一
一
ペ
オ
ヂ
ト

一
ギ
ム
チ
サ

一
門
一
モ
一
周
・
ガ

γ

一
ウ
ギ
い
げ
J
W
ザ

一
タ
お
ゼ
リ
ー
寸
リ

一
ム
タ
ア
エ
ハ
セ

翌
一

A

間

一

判

明

A

A

生
一

A
P
A
P
A
P
P
P
A
A
P
A
A
p
p
w
p
w
p

一

科

科

ヰ

一
ヰ
W
J

科

科

サ

科

オ

マ

内

科
一
回
引
げ
中
'
一
モ
材
、
け
持

u
丹
6

・
;
科
-
J
f
h
μ

サ
科
ナ
川
P

J

パ

ク
ヌ
マ
ラ
リ
、
キ
Iμ

力

内

ン

キ

タ

ゴ

ム

セ

ス

戸

ア

訟

キ

ソウ aエゾノリュウキンカ a
k昭広尾町)
マツモ
ヤナギタヂ a
イ濁ヒメイ岡工ゾホソイ図ヒメコウガイゼキショウ沼クサイmア才ニョウガイゼキショウ
ムヒ口ハノ:コウガイゼキショウ aムコウガイゼキショウ
コナギ
ニッポンイヌノ!こゲ mヒ口ハイ文ノヒゲ
ウキクサaアオウキクサmムコウキクサ
ホタルイ園ハリイ園ウシクグ四ムタマガヤツ1)sカワラスガナ
サンカクイ電工ゾアブラガヤ瞬アイバソウ mク口アブラガヤaヌマハリイ霞ミズガヤツリ
ヒメクグ aピ口ウドスゲ aゴウソ包マツバイ

A ヌカキピ mムタイヌピエ閏アシボソ Eコブナグサ
A-WAIカズノ:コグサ
P ムドジョウツナキ¥ムホソバノドジョウツナギ図工ゾノサヤヌ力グサ

オモダカ科 Ip 企設まま笈カ国サジオモダカ園アギナシ
ホ口ムイソウ科Ip ムホ口ムイソウ(1974周K砲撃頃町)
ヒルムシ口科 !p オヒルムシ口回ムヒ口ハノエビモ(1972mK聞大樹町ホ口力ヤントウト

イトモ
ミクリ掴タマミク1)_工ゾミクリ

ガマ
ムミズドクサ
クサソテツ

ミゾ、ハコベ科

アワゴケ科
パラ科
ユキノシタ科
アブラナ科

マツモ科
タヂ科
イグサ科
(8種)

ミズアオイ科 IA
ホシクサ科 IA 
ウキクサ科 IA 
カヤツリグサ科IA
(15種) /p 

イネ科
(8種)

ミクリ科
ガマ科
トクサ科
才シダ科

P
A
F
 

p
p
p
p
 

現 雑 革

ホザキノフサモ
ムチョ
Aキカシグサ
エゾ、ミソハギ

ミゾノ¥ニコベ
ムミズハコベ
ヒメヘビイチゴ
ネコノメソウ
ムタネツケバナ
オオバタネツケパナ

1971 

四七メシダ

合計30科 80種
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ナ
A
V

、E，I 力ア、ナ…約
/
ゼ
コ

カ
タ
ア
シ
ワ
力
イ
スA
 
W

A

A

 

A
P
A
P
P
D・
-
a
L
r
W
A
P
A
P
P
A
W
P

科

ヰ

芯
中
，

け

科

科

科

同

門

同

J

科
一
ト
は
↓
!
ト
、
ナ
ナ
パ
叫
↓
苧
}
切
'

科
hμ

科
釦
科

γ
一
?
ン
科
目
ク
科
ツ
科
⑤

ク
マ
ソ
潟
リ
力
、
ブ
デ
デ
種
一
ブ
ワ
ヤ
ネ
唱

キ
ゴ
シ
収
セ
ア
ア
ナ
タ
れ
イ
ク
カ
イ
仁

十勝地方の農業景観における関知共通雑草

出 現 雑 草

mミゾハコベ悶A才才ミゾFソパB

ギシギシmムオ才ギシギシmヌマダイオウ園エゾノミズタヂ
アオミズ
力ラハナソウ
ウスイ口スゲ包
ケイヌピエ
ズズメノテッポウ
ヒ口ハノドジョウツナギmツルヨシ悶ヨシaこコウボウ閤立主誌を

合計 12科 33種
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P
A
P
P
P
A
P
P
 

キンポウゲ科
(9稽)

タヂ科
クワ科
アヤメ科
二工リ科
サトイモ科
イネ科
トクサ科
オシダ科

3科 3
20科40撞

ミオウ

オ土主主旬
ヤブタパこJsアキノキリンソウ
サワギキョウ関ムアゼムシ悶回
ハエドクソウ
シオガマギク

Iウシ:.;J.百景;;J:t~~I..-IJ: tfオ諜(1967.lm中札内村)
才オマJ(.，パノホ口シ
ムイチヤクソウ※
ドクセリ
コミヤマカタバミ
モメンズル包リシリオウギ¥ハマエンドウ
LY;(.うま:王子ヨシ来(1972包K.広尾酎)
ムうサキキケマン
コマクサ
ルイヨウショウマ鑓ヤマオダマギ褐オオレイジンソウ aエゾトリカブト個
レ明ムカラフトブシ閑ニリンソウ aキクザキイチゲ凶フクジュソウ
ムスイバ

Z~才
ム去二子五
エンレイソウ関

十勝地方の農業景観における家蓄宥毒植物

可思 iii)囲畑共通雑草(第3表)
iv)農耕地以外に生えるもの(下記)

出現植物

調ツリガネニンジン

A 
P 

キキョウ科 IP 
ハエドクソウ科P
ゴマノハグサ科Ip
ナス科 IA 

IP 
イチヤクソウ手ヰIp
セ1)科 IP
力タ1'¥ミ科 !P 
マメ科 l伊
アブうナ科 Ip 
ケシ科 IWA 

p 
p 

キク科

四Jミイケイソウ

ビ生ム子、
トクサ
オシダ

合計 31科 78種
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表2-5十勝地方の農業景観における帰化植物

i )姻璃雑草(第1表宇
ii )田畑共通雑草(第3表 1科

アカバナ科
アオイ科
マメ科

A 1.6.キゾメカミツレ(1967寸m中札内村)
A'WAIムトゲチシャ※(1974.1陽新得町)
P ムブ、タナ※(1974-1盟中札内村上ムエダウチチチニ1グサ(1972-K掴広尾町)
ムニLウゼ、ンギク(1969"1"中札内村)，.6.セイタ力アワダチソウえハナガサギク
ムヒナソウ(1974闘K士幌町)

(1974闘K.帯広市，芽室町)

ムオオセンナリ(1974"1"帯広市大正町)
ムノラニンジン(1967.井神 a野島留神山岡中札内村)，.6.イワミツJザ(1970
Km広尾町)
ムオオマツヨイグサ(1972園K鏑広尾田r)
ムギンセンカ，ムゼニアオイ，ムジャコウアオイ

0.6.セイヨウミヤコグサ※ Lotuscornicu/atus L. (1971冨K.広尾町.
1974掴]闘大樹町)

ベンケイソウ科Ip ムツルマンネングサ

アブラナ科 IA ムシ口ガラシ※(1974-1問中札内村上
ナヂシ立科 Ip シラタマソウ
イネ科 IA.WAIムハマチヤヒキ，ムコスズメノチャヒキ

p オオスズメノテッボウ Oムノゲイヌムギ Bromussitchensis Trin (1973 
や幕別酎， 1974四ト帯広市)

科
一
l
i
v

叫
叫
寸
、
、
，
ノ

ヰ
種
キ
但

生活型

6科 6種
12科 25種

出 現 物

アカネ科 IP 
ゴマノハグサ科IWA

ナス科 IA 
セリ科 IP 

P
口
--P

合計 24科 121覆
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表2-6 十勝地方の農業景観における雑草区分ごとの科冨種数
... 揖

手重 数分 科数
一年生 一闘越年生 越年生 多年生 言十

現地雑草 43 53 14 27 140 234 

水田雑草 30 25 3 3 49 80 

田畑共通雑草 12 9 2 21 33 

家畜有毒植物 31 11 。 6 61 78 

帰化植物 24 29 11 15 66 121 

金雑草 67 95 21 34 262 412 
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2・2. 上川北部地方の農業景観における植物種多様性

2姐2圃1. ~者言命

上川北部地方(上J11管内北部，塩狩I峠以北の 2市 7町村)は道北@名寄盆地の中

心であり，北緯 43.9
0

""-'44.9
0 

，東経 141.90 ""-' 142.90 に位置しており，日本海

倶，Ij西部北海道型気候区に属している O 名寄市の年平均気温は 5.7
0

C，年平均降水

量は 887.3mmであるが，夏季開は高温，冬季は多雪@厳寒の地域である。名寄

盆地を貫流する天塩川流域では北限の水稲作が行われており，また，北部地方一

帯は畑作および酪農地帯を形成している O

北海道作物統計(農林水産省北海道統計事務所， 1998)および北海道林業統計(北

海道水産林務部， 1998)によれば，上)11北部 2市 8町村における土地面積は 41.9ha

であり，森林は 77.9%，農耕地は 12.9%である o農耕地面積は 5.4万 haであり，

田耕地は 40.5%，普通畑 29.4%，牧草地 30.1%となっており，作付け別に見る

と水稲1.2万 ha，畑作物1.3万 ha，野菜 0.3万 haである。上川北部地方はこの

ように水稲および畑作物がほぼ同じ程度作付けされ，道北水稲北限地域の特徴的

な農業経営形態を構成し，農業景観を形成している o

また当地域は，日本海とオホーツク海に挟まれており，エゾユズリハ，タニウ

ツギ， ミツバアケビなどが農地周辺の林地に自生している o

上川地方の農業景観における植物種(雑草種)の文献は少なく，上川北部地方に

限定した植物種の資料は皆無である O また，家畜有毒植物および年々増加の傾向

にある帰化植物の種類に関する調査例も見られない。

近年の農業技術も大型機械の導入により手作業から機械作業に転換され， 1975 

年以降 1980年までに上川北部地方の水稲作においては，苗の移植および収穫作

業は約 50%以上が機械化されており，その後はそれらの作業のほとんどが機械化

された o また，水稲作も畑作も化学肥料の多施用，農薬による病害虫防除や除草

などの栽培技術が普及し，土地生産性は向上した。

こうしたことから，当地方においても農業の自然環境への影響が大きく問題視

されるようになってきた。環境問題が浮上する農業状況の中で，環境保全と植物
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種多様性保全のための農業景観における植物種の調査研究の意義は大きい。

そこで本研究では，上川北部地方の農業景観における植物種を調べ，当地域の

植物種多様性の特徴を明らかにし，その保全について検討するために行った。

2・2・2. 調査対象および方法

調査対象地域は上川北部地方全域の 2市 8町村とし， 1975年から 1979年にわ

たり，農業景観における植物種の出現動態を調べた。

調査対象は，農耕地である畑地およびその周縁に生育する雑草 水田および畦

畔に生育する雑草，また農耕地のほか路傍，荒地などの放棄地，河川域などに生

育する家音有毒植物および帰化植物とした。

調査は 5月から 10月までの植物生育期間に，徒歩による踏査により濃密な採

集作業を行い，種子植物およびシダ植物について集めたすべての植物をさく葉標

本化し同定を行った。

植物の同定および植物目録の作成にあたっては，大井(1975;1978)，田)11(1965) 

に拠った。これらの文献に記載のない植物については木村ら(1967;1966; 1967)， 

牧野(1966)，岡本(1967)に拠り，更に帰化植物については長田(1970; 1974)，桑

原(1966)，家畜有毒植物については宮本ら(1942)に準拠し，対象植物はそれぞれ

革本に限定した O 雑草については笠原(1969)，沼田ら(1968)，桑原(1963)に準拠

し，上川北部の植物に関しては，佐藤(1977)，関口 (1975)，伊東(1980)，鶴舎(1972)

を参照しまとめた O

種数の算出に当たっては，亜種，変種も便宜上 1種と数えた。調査時点での希

少な帰化植物については採集年，採集者，採集地を付した。

植物目録の作成については，農耕地雑草として，畑地に出現する雑草は，畑地

およびその周縁に出現する雑草として表 2-7に，水田に出現する雑草は，水田，

畦畔および水路周縁に出現する雑草として表 2“8に，畑地と水田に共通して出現

する雑草は田畑共通雑草として表 2-9にそれぞれ示した。家畜有毒植物は表 2-10

に，帰化植物は表 2-11に示した。また雑草区分ごとの科 a 種数を表 2・12に示し

たo
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耕地雑草の分布調査については， 1979年 9月から 10月にかけて，名寄市とそ

の近隣の 1市 3町において行ったO 調査地を畑地，水回転作地，草地の 3調査群

に分け，調査地群ごとに 20ないし 40ヶ所の調査地を定め，調査面積は各調査地

とも 1ないし 2haを設定した。なお 1地区内の調査地は 5ないし 20ヶ所とし

た。

各調査地とも 1m2枠 20ヶ所に出現した草種を調べ，草種ごとに頻度を求め，

これを各調査群の地区ごとに平均を出し分布の指標とし，それらを表 2情13に示

した。また全出現種数に対する帰化植物種の割合を調査地ごとに算出した。なお，

表 2・13に示した雑草の生活型については沼田ら(1968)を参照した。

2・2・3. 結果および考察

本研究において採集し同定した植物は 61科 326種であったO 一年生は 56種，

ー@越年生は 14種，越年生は 27種，多年生は 229種であった。この数値は上川

北部地方の農業景観における植物種の特徴を把握する上での基本となる。

全植物種の中でー@越年生，越年生を含めた一年生(以下同じ)は 29.80/0，多年

生は 70.2%であった。この比率は先に調査した十勝と同じ傾向であった。

畑地雑草では 41科 187種の雑草が確認できた(表 2・7)。そのうち一年生は 63

種で 33.7%，多年生は 124種で 66.3%であった。種数の多い科はキク科(41種)， 

イネ科(28種)，ナデシコ科(16種)，タデ科(11種)，シソ科(11穏)，アブラナ科(9

種)，パラ科(8種)，マメ科(6種)であり，これらで全体の 69.5%を占めた。また

キク科が 21.9% イネ科が 15.0%であり，これら 2科で全体の 36.9%を占めた。

このように畑地雑草にはキク科およびイネ科が多いという結果については十勝

と同じであった，しかし多年生が一年生よりも圧倒的に多く，十勝と比べ若干の

違いが認められた。このことは，一般に作業機などによる物理的な除草体系が進

めば多年生が減少するという傾向から，十勝に比べ当地方は機械による肥培管理

法の導入の若干の遅れが見られ，そのことが一年生より多年生がはるかに多いと

いう雑草の発生状況に関係しているものと思われる o 今後の機械除草体系が進め

ばこうした雑草の生活型の傾向が変わってくるのではなし、かと考えられる o

34 



水田雑草では 18科47穏が確認できた(表2舗8)。そのうち一年生は 10種で21.3%，

多年生は 37穏で 78.7%であった。また種数の多い科はカヤツリグサ科(9種)，

ヒルムシ口科(6種)，イグサ科(5種)であり これらで全体の 42.6%を占めた。

田畑共通雑草としては， 15科 37種が認められ(表 2圃9)，多年生は 25種で 67.6%

であった D 多い科にはイネ科(7種)，シソ科(6種)，タデ科(5穣)であり，これら

で全体の 48.6%を占めた。

以上農耕地全体で見られた植物は 271種であり，そのうち一年生は 85種で

31.4%，多年生は 186種で 67.9%であった O

本研究において，このように生産活動を進める耕地で多様な植物がみられ，農

業現場における特徴的な植物群が維持されており，生産を上げるための防除とと

もにこれらの植物種保全についても配慮していくことが大事であろう o

次に家畜有毒植物では 28科 56穏であり(表 2・10)，多年生は 47種で全体の

83.9%と多かった。また，帰化植物は 23科 103種であり(表 2・11)，一年生は 37

種で 35.9%，多年生は 66穏で 64.1%であった。全雑草中に占める帰化植物は

31.6%と高く，十勝の 29.4%を越えており，上J11北部地方の植物種多様性の特徴

のひとつであろう o

帰化植物の中ではキク科とイネ科が多いことは，十勝の例と同じであり，カモ

ガヤ，オオアワガエリなど牧草が逸出したものが要注意植物として，またオオハ

ンゴンソウが観察され，これらは外来生物法(2007)に指定されている植物として，

この地方の農業景観における植物多様性を構成しているが，このような植物につ

いては抜き取りなどにより生育量を減少させていく必要があろう O

本調査により観察された絶滅危倶種(北海道生活環境部， 2000;環境省， 2007) 

はオオアブノメ アギナシイトモ タマミクリ ミクリ エゾミクリの 6種で

あった。

このような植物は水田など湿地帯で観察され，カヤツリグサ科植物など他の湿地

性植物とともに農業における二次的自然の中で生息してきた植物であり，農業景

観における種の多様性を維持している植物群である。

雑草区分ごとの科@種数調査では，畑地雑草で 41科，全雑草で 61科であった
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(表 2-12)。多年生はどの区分においても多く，全雑草の中で 70.2%を占め，十勝

の 63.6%より高かった。

本調査で確認した全雑草種 326種の中で多く含む科を列挙すると，キク科(51

種)，イネ科(44種)，ナデシコ科(20種)，シソ科(17種)，タデ科(17種)，アブラ

ナ科(13種)，キンポウゲ科(12種) カヤツリグサ科(12種)，マメ科(10種)，ゴマ

ノハグサ科(10種)，パラ科(9種)であった。

雑草の分布調査の結果については表 2・13のとおりである O 本調査ではクマイ

ザサの出現がみられたが，便宜上雑草(草本)に含めた o 草地および水回転作地を

除く畑地内に出現した雑草は 84穏(頻度合計 3以上のもの 61種， 2以下のもの

23種)であり，このうち帰化植物は 36穏で，その占める割合は 42.9%と高かっ

た。

頻度の高い草種は，多年生ではセイヨウタンポポ，エゾノギシギシ，オオヨモ

ギ，ブタナ，ヒメスイバ，オオバコ，シロツメクサ，ムラサキツメクサ，スギナ，

コヌカグサ，オオアワガエリ，キレハイヌガラシ(12種)，越年一年生ではハコベ，

スカシタゴボウ，ノボロギク，ノゲシ，ヒメジョオン，ナズナ，オニノゲシ，ヒ

メムカシヨモギ(8種)，一年生ではノハラツメクサ，シロザ，エノコログサ，イ

ヌビエ，イヌホオズキ，イヌタデ，スベリヒユ，オオイヌタデ，ツユクサ(9種)

等であったO

水回転作地では畑地と共通するものが多いが，総数 79種(頻度合計 3以上のも

の 70種)が確認できた。雑草の種類は作物の種類よりも転作後の経過年数によっ

て変化するものと思われる O また，転作地の牧草栽培地内にはへラオオバコ ア

メリカオニアザミ コウリンタンポポ カラフトホソバハコベ(し、ずれも帰化植

物)等の雑草が見られた。

草地ではエゾノギシギシ，セイヨウタンポポ，へラオオバコ，ヒメジョオン，

オオヨモギ，オオバコ，アキタブキ等が多かった。総数 65種(頻度合計 3以上の

もの 52種)のうち帰化植物は 30種で、その占める割合が 46.2%と高い値を示す

のは，外来牧草が主体である北方草地の特徴かと思われる。草地内にはセイヨウ

タンポポ，マツヨイセンノウ，メマツヨイグサ，ブタナ等の帰化植物が一般によ
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く出現し観察された。

畑地，水回転作地，草地全体を通して出現の少なかった植物(出現頻度合計が

1)は， ミミナグサ，キツネノボタン，キンエノコロ，オオチドメ，ヨツパヒヨド

リ，ノラニンジン， ミゾソパ，フランスギク，ヒルガオ， ドグ夕、ミ，キンミズヒ

キ，シラヤマギク，イケマ，エゾスズシロ，ジャコウアオイ，キジムシロ， ミズ

ハコベ，ススキ，ウスベニツメクサ，エゾノタウコギ，ヒヨドリパナ，ヒレハリ

ソウ，クサフジ，ウツボグサ， トモエソウであった。これらは雑草というよりは

畑地周縁に生育する野草が主であり，これらの中にはノラニンジンやジャコウア

オイなどの帰化植物も含まれていた。これらの出現の少ない植物については出現

の著しい植物以上にしっかり保全を図っていくことが大切であろうと考える。

水田雑草は除草剤の普及によって草種および草量の減少が著しい。しかし畑地

内雑草における分布の多い草種は，一年生，越年一年生，多年生それぞれ多岐に

わたっており，一年生が主体となっている十勝畑作地帯に比べ，機械や農薬使用

など当地方における闘場管理技術進展の緩やかさが想定される。この傾向は，今

後植物種の多様性保全からも参考になるものと考えられる o

出現頻度の高い植物種も含め，出現頻度の低い植物種など多様な植物種によっ

て耕地の多様性を構成していることから，農業の生産活動とともに，このような

植物の保全をどう行っていくかが，農業と自然の共生を図る視点に立ち検討して

いかなくてはならないだろう O

2・2・4. 要約

1975年，......，1979年までに上川北部の農業景観における植物種，植物分布を調査

し，以下の結果を得た。

1.同定した全植物種は 61科 326種であった Oそのうち一年生は 29.8%で 97種，

多年生は 70.2%で 229種であった。

2. 畑地雑草は 41科 187種であり，そのうち一年生は 63種で 33.7%，多年生は

124穏で 66.3%であった。種数の多い科はキク科，イネ科，ナデシコ科，タデ

科，シソ科，アブラナ科，パラ科，マメ科であった。キク科およびイネ科の 2
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科で全体の 36.9%を占めた。

3. 水田雑草は 18科 47種であり，そのうち一年生は 10種で 21.3%，多年生は

37穏で 78.70/0であった O 種数の多い科はカヤツリグサ科，ヒルムシロ科，イ

グサ科であり，これらで全体の 42.6%を占めた。

4. 田畑共通雑草は 15科 37種であり，そのうち多年生は 25種で 67.6%であっ

た。

5. 農耕地全体では 271種が確認でき，そのうち一年生は 85種で 31.4%，多年

生は 186種で 68.6%であったO

6. 家畜脊毒植物は 28科 56種であり，そのうち多年生は 83.90/0と多かった o

7.帰化植物は 23科 103種であり，一年生は 37種で， 35.9%，多年生は 66種で

64.1%であった。

8.雑草区分ごとの科@種数調査では，畑地雑草で 41科，全雑草で 61科であり，

多年生はどの区分においても多く全雑草の中で 70.2%を示し，十勝の 63.6%よ

りも高かった。

9. 全草種 326種の中で種数の多く含む科は，多いJI慎に列挙すると，キク科，イ

ネ科，ナデシコ科，シソ科，タデ科，アブラナ科，キンポウゲ科，カヤツリグ

サ科，マメ科，ゴマノハグサ科，パラ科であった。

10. 雑草の分布調査で畑地内に出現した雑草は 84種であり(表 2・13)，このうち

帰化植物の割合は 42.9%にもなり，帰化植物の畑地内への高い侵入状況が把

握できた。

11.出現頻度の高い草種(表 2・13)は，多年生ではセイヨウタンポポ，エゾノギシ

ギシ，オオヨモギ，ブタナ，ヒメスイバ，オオバコ，シロツメクサ，ムラサキ

ツメクサ，スギナ，コヌカグサ，オオアワガエリ，キレハイヌガラシ等，越年

一年生ではハコベ，スカシタゴボウ，ノボロギク，ノゲシ，ヒメジョオン，ナ

ズナ，オニノゲシ，ヒメムカシヨモギ等，一年生ではノハラツメクサ，シロザ，

エノコログサイヌピエイヌホオズキ イヌタデ，スベリヒユ，オオイヌタ

デ，ツユクサ等であった。

12. 水回転作地では畑地と共通するものが多いが，総数で 79種が確認できた(表
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2-13)。転作地における牧草栽培地内にはヘラオオバコ，アメリカオニアザミ，

コウリンタンポポ，カラフトホソパハコベ等の帰化植物が観察された。

13.草地ではエゾノギシギシ，セイヨウタンポポ，ヘラオオバコ，ヒメジョオン，

オオヨモギ，オオバコ，アキタブキ等が多かった(表 2・13)。

14.畑地，水回転作地，草地全体を通して出現の少なかった植物は，ミミナグサ，

キツネノボタン，キンエノコロ，オオチドメ，ヨツパヒヨドリ，ノラニンジン，

ミゾソパ，フランスギク，ヒルガオ，ドクダミ，キンミズヒキ，シラヤマギク

など(表 2・13)であり，主に畑地周縁に生育しており，その中には帰化植物も含

まれていた。このように出現の少ない植物をしっかり保全していくことが大切

であろう o

15. 本調査において，アギナシなどの絶滅危倶種が水田に見られたことから，こ

れらを含め希少な植物を保全にしていくなど，水回転作が進められる中にあっ

て，植物種の多様性維持のため大事にしていく必要があろう O

16.畑地雑草や帰化植物の中では牧草の逸出も含めてキク科およびイネ科が多か

ったことから，外来生物法の趣旨を踏まえて，抜き取りなどの実践を進め植

物種多様性保全を図る必要があろう。
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上JlI北部地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその閤縁に発生する雑草)

科

キク科

生活型

A メナモミ.tメチチコゲサ

出 現 雑 草

A s W A Ih，;:i. .ltf.E'ナ副会主主ヨ王子
WA  1 ノゲシ闘オAtt:シ m コウソや'Jナ四効アサヌ:.7.組事オニ~l"!t" ミ .J木ゃ日キ万国土}.;;.~'誠ンつ:主:ク※箇
P ハチシ、、ヨウナ陽ニガナ m オオ/\~ナニガナ m イワこがナ園出ヨヨ鋭jkFJT:;結鈴木及。図工ソゃノキツネアザミ m

(41種)

チシマアサミ周ヱソゃノサワアザミmハンゴンソウ鶴オトコヨモギmオオヨモギmアキタプキm芸f合主王日't十
ヤマハ/\]留力ワラハハコ m シラヤマギク m ヱプコマナ m 工ソソコンギク調主ヲ.t.~.説全:?聞アキノキリンソウ図式訪
l.?'{まï.~.tヨド I)I\~ナ守'ïハモヨド1) 調7.1主主を:?寸:'1.1.王鳳ヨヨ回収?生活o-:t見才， mJTま!~/..~λゆ

ウリ科 IP 17マチャツ J~
オミナエシ科 IP オトヨエシ園才ミナエン
アカネ科 IA-WAIヤエムグラ

P カワラマツJピ E ホソfピノヨツI\~ムゲラ
オオバ立科 Ip 1~.7.主主!f，~.掴オオハコ
¥グサ科IA回WAIタチイヌノフゲ1)

ナス科

シソ科
( 11種)

WA  If生保7.7.:~)
P 工ソヲガイソウ
A 一

P 
:子等、千ダコウシ。ユ eチシマオドリコソウ
ホトケノゲサ

A 
WA  
P イヌコマ a 工ソゃイヌ]~'1闘セイヨウハッカ m クルマJピナ困ミヤマトウJピナ濁カキドオシ m ウツボゲサ m ナキミソウ

ムラサキ科 IP 防/，¥，1)，'/ウ
Uレガ才科 Ip ヒJ~力守
ガガイモ科 |ρ 査で且;話回シ口ハ子力開。)~
サクうソウ科 Ip 
セリ科 Ip 
ウユギ科 Ip 
アカバナ科 Ip 

クサレタマ箇コナスヒ
1. 7. ;ì.:./~ 臨工ソソヨ日イゲサ
ウド
ヤナギラン"，f. ~ ?~:f.'tタ

スミレ科 Ip ヱソソタチツボスミレmツボスミレaタチツホゃスミレ
オトギリソウ科|や
アオイ科 Ip 
ツリフネソウ科 IA
トウダイグサ科 IA
カタバミ科 Ip 

オトギリソウ冨トモエソウ
シ~.，t.:;J立Z並河
ま辺J2ネmツ1)フネソウ
工ノキゲサ
工ソラチカタハト盤ミ
ケvンノショウコ口ソウ科 |ρ 

マメ科 (6種) Ip 
バラ科 Ip 

クサフシ¥.A1立を/.1:伊国之脱税立置タ子オ弓ツゲゲνゲ臨ん岨主立主セョョ:主主 aヤプマメ
キンミスモキ銅オニシモツケ m ナガポノシ日うじも不苛料可コンソウ圃カラフトダイコンソウ舗芸ï.~!.~\'1.王 f.'!.ワ
キシゃムシ日mミツハゃツチゲ1)(8種)

アブうナ科
(9撞)

ケシ科

キンポウゲ科
ナヂシニヨ科
(16種)

A オ:0/.1在:2シ
A.WA lr.t7.t 
WA  Iナス。ナmゲばf土石ナm工ソスズシ日
p 全を恒Tイfヨ功fウうrワ明]戸汁4サナ仕仕仕t'ピ記や叩h
WA  11謹塁悲P
p 工ソ、キケマン
p アキカラマツ

A l!.~~7.:~?~~オオ旬以技
A.WA r~~:~:芸/.!.2:t s ツメクトJ113士王泊ム (1976 B伊東園下川町)

WA  Iミミナゲサmウシハコヘ
.
.1\]ヘ~ミドリ1\]ヘ

φ

路島宝珠点ソ~I.tl田会 m ノミノフスマ

1975年から1979年まで採集
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回顕醐

表2-7上JlI北部の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)(つづ、き)

生活型
雑 革キヰ 現

樹園-困圃

P
A
A
A
A
P
P
P
A
P
A
 

寸
吐
す
ヱ寸・

寸

斗

ム

ノ

叫

同

内

科

恥

ノ

;

科

)

が

サ

上

)

リ
科
、
ザ
科
種
ク
科
ク
ヅ
科
種

ベ
ユ
カ
ヂ
パ
ラ
ワ
ユ
ヤ
ネ
沼

ヴ
ハ
ヒ
ア
タ
い
イ
ク
ツ
カ
イ
ロ

ヒカゲノカズラ手:;Jp

トクサ科 IP 
ハナワラピ科 Ip 
イノモトソウ科 Ip 

出

:(:'j3J.{セ辺Aウ調フシゲ口回オオヤマフスマ闘エソ守オヤマハコへや aエソヲスマ
スヘ 1)ヒユ
Zまじユ胸イヌピユ
主主主主 ..l(.~.~" 窃シ日ザ窃アカザ
ミチヤナギ-!!.1.;f主士fmイシミカワ Eオオイヌタテや窃イヌタデ・'!.n:方不:7
以起4101山:正法:シ m 才虫I:/.~::r~:t... ~' .正法;主砲オオイタドリ
工ソvイラクサ闘ムカゴイラクサ
力ラハナソウ
ツユクサ
タがネソウ
オオニワ*JI).ニワホコリ罰ヌカキピ園イヌピエ包tメイヌピ工個エノコ口ゲサ aムラサキエノコログサ岡キン工ノコ口問
アキノエノコログサ鶴メtシ1¥¥アキメ七シハや

ん WAIスズメノカタピラ
p シ~n:品" ..!.1.:~!~:~討寸初公立2::十朗1.1.~!.?~!.'J:!tt..主主主:t-.t在!?1:??主任ゴ

Y土ヂ園才オネスミ力。ヤ飽コウボウ .I\}~力可砲~~抑::1コク日コヌカゲサ a 主主l.?瓦主リ m イワノ力。リヤス
ヤマアワ眉ススキ習
ヒカゲノカズラ
政立
工ソゃフユノ1¥ナワラt+
立誕

合計 41科 187種

a)--~ 家畜有毒植物，…………:帰化植物
b)A:一年生、 A四WA:一年生または越年一年生、 WA:越年一年生、 p:多年生
c) b，. :希少帰化植物

d)※:栽培植物が野生化したものと思われるもの
注2)衰の中に恭した雑草は高等植物(革本)及び羊歯植物に限定した
注3)エゾスズシ口は在来種、 3ア力サ。!ま帰化植物とした。また、アオゲイトウはアオピユと表恭した。
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表2-8上JlI北部地方の農業景観における水田雑草(水田，畦群および水路周縁に発生する雑草)
... 田

生活型
キヰ 現出

言マノハグサ科IA......._f7ゼナmオオアプノメ

アカバナ科
ミソハギ科

ミゾ、ハコベ科
アワゴケ科
キンポウゲ科
タヂ科

P II'Jソカワヂシャ
A 子ョウシボタデ
A キカシゲサ
P II'J三ソハギ
A ミソ 1¥:1ヘ
p ミス 1¥:1ヘ
P 111イキンホ。ウゲm工ンコウソウ脇工ソソリュウキンカ

A 泣五li:

雑 草

イグサ科
ホシクサ科
ウキクサ科
カヤツリゲサ科
(9種)

p イmクサイzハリコウ力。イゼキショウaタチョウガイゼキショウ箇コウ力ゃイゼキショウ
A ク口イヌノヒゲ
伊 iウキクサヴオウキクサ
A 11¥1)イ切タマガヤツリ

イネ科

p ホタ)~1. マッハイ聞エソアフラカヤ a アイハソウ留ク日77 ラカヤ姐マ)~ホ1\1)イ幽ヌマ1\1)イ趨
A タイヌヒ工
A叫 wlカズノコゲザ
p IIi"ノサヤヌカゲサ

オモダカ科 Ip ヘラオモダカ聞サシーオモダカ箇アギナシ mオモダカ
ヒルムシ口科(6種)Ip 才ヒ)~ムシ日 s t)~ムシ日 a ホソハモ)~ムシ口問ホソI\"~スモキモ調工ピモ a イトモ
ミクリ科 Ip ミクリmタマミクリm工ソミク1)
ガマ科 Ip 力。マ
トクサ科 Ip ミス下クサ
オシダ科 Ip ユ立孟ピ

合計 18種 47種
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表2-9上JII北部地方の農業景観における閤熔共通雑草
園田騨園鶴

生活型
出 現科

芹亨蒋一 IA ヱソソタウコギ
キキョウ科 Ip アゼムシ日
ゴマノハグサ科Ip ミソホオス耳
シソ科(6種) IP 工ソシ日ネaヨシ口ネ固シ日ネ周りシ日ネsjj，立カmtメナミキ
ムラサキ科 IA趨WAl乙，n7.k.=i，立安

伊 I~b.~士~i立
セリ科 Ip オオチドメ Eセリ
アカパナ科 Ip イりアカJピナ聞アカ，，~ナ
ユキノシタ科 Ip ネコノメソウ
アブラナ科 IA 聞 WAIスカシタJ"*~ウ

WA I タネツケ，，~ナ
p オオI\~'J.ネツケ，，"t

キンポウゲ科 /p キツネノホ冷ン

雑 革

タデ科 IA ミソソハ寸オミソソハ aアキノウナキツカミサニソハ¥オオネ1¥"1)タヂ
イラクサ科 IA アオミズ
カヤツリグサ科Ip ウスイ口スゲ図オオカワズスゲ
イネ科 IA ケイヌピ工
(7種 IWA l;cf;Lノテッホ。ウ

p ヒ口ハノドシ。ョウツナギ包ミヤマドシボヨウツナギ回カラフトドシ。ヨウツナギ4シ.'1.立ヨシ
トクサ科 p Ill:土箇オヴ工‘fスギナ

合計 15科 37種
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i )畑地雑草(第1表)
ii )水田雑草(第2表)

一 科 |生活型

キキョウ科 |ρ 
ハエドクソウ科|伊
ゴマノハグサ科Ip
ナス科 IA 

IP 

セ1)科 IP
カタバミ科 IP 
ケシ科 IP 
キンポウゲ科(7寝)IP 
ヤマゴボウ科 Ip 
クワ科 IA 
ドクダミ科 IP 
アヤメ科 IP 
ニLリ科 IP 
サトイモ科 Ip 

O上111北部地方の農業景観における家蓄有毒植物
fl iii) 闇畑共一一ι ~I-&-ープ士「一

キキョウ圏ツリガネニンシツ
ハ工ドクソウ
公:主知J..

ヨ合kJf~~主沼立方:ォ
オオマ}¥lI¥''j*日シ
ドクゼ1)
コミヤマカタハミ
工ソ工ン:(サク

iv)農耕地以外に生えるもの(下記)

出現横物

}¥Iイヨウショウマ寵ヤマオダマキ楓工ソ下1)力プト筒ニリンソウ箇フクシφユソウ包カラマツソウ鶴オオレイシツソウ
:Y'~;:J:毒:ク
l..~ 
ドクダミ奴
去:シ;J!I~ず
工ンレイソウ銅シ日ハ子ノエンレイソウ .I\~イケイソウ
コウライナンテンショウ

合計 28科 56種
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側副師酬-

科

三平ク科
(9穫)

表2-11 上)11北部地方の農業景観における帰化植物

生活型
出 現

A プタクサム(1977掴伊東回廊連町了一雨干:ン十ゴ苅ギク
A闘WAIイヌカツミレ

物

5科重
1 1科 31種

P セイヨウノコキ 1)ソウ aセイタカアワダチソウ箇カナダアキノキリンソウ斗ヌがサキゲ薗ハナ力、サギク
ゴマノハグサ科Ip ホソハ乃ンラン

WA Iビロードモウス初
ヒルガオ科 IP セイヨウヒJ~力オ.6 (1978 8 伊東，朝日町箇士見IJ 市)
アカパナ科 Ip オオマツヨイゲサ
トウダイグサ科 Ip マッハ下ウダイ
マメ科 IWA Iシナ力、ワハギ

p 力ラメドハギ aセイヨウミヤコゲサ姐ク口ハ、、ツメクサ ム(1976閏伊東羽風速町)
バラ科 Ip オオヘビイチゴ
ベンケイソウ科 Ip ツW~ンネンゲサ
アブラナ科 IAoWAIカキネ万ラシ
ナヂシコ科 IWA Iサクラマンテマ冨ムシト1)ナデシコ層力ラフトマンテマ

p サホツソウム(1977園高熔冨士男IJ市， 1979-金山白山本舗士別市)
イネ科
(6種)

p 1]ススゅメノチャヒキDノゲイヌムギ .6(1975.伊東陽名寄市) 味ソムギ寸ニウシノケゲサ
*'Jノゲムギ .6(1977困住闇 m剣淵町) 寸オススヲノテッホ。ウ

合計科 103稜
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2 上JlI北部地方の農業最観における雑草区分ごとの科歯種数
世間

キ車 数
分 科数

一年生 -o越年生越年生 多年生 計

iW地雑草 41 34 9 20 124 187 
水田雑草 18 9 。 37 47 

蒙田畑共通雑草 15 8 2 2 25 37 
蓄有毒植物 28 5 。 ヰ 47 56 

帰化植物 23 14 9 14 66 103 

金雑草 61 56 14 27 229 326 
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表2-13 JlI北部地方の農業景観における耕地雑草分布表
11也 「一一一~臨転存斑一一一 i一一?草地

i土男IJ I風連 i名寄 i下J11I風連 l土日Ij I名寄 i下JlI
121 361 301 44/ 281 661 56r

m 

38 

酬 F 圃雑草名 植7帝物1t:; 休自民裂 寸壬高;古雫盟事l散布型
知

計
名寄A 名寄B

@ H Rs 01 21 37 368 。H Rs 01 41 34 26 39 25 28 44 10 50 62 359 
Th Rf 04 62 81 69 45 19 30 12 2 320 。Th Rb 01 24 54 27 53 32 64 8 38 5 3 308 

@ Th Rb 04 50 16 36 34 16 8 28 30 3 6 227 
H Rb 04 30 19 36 17 34 42 10 10 5 203 
丁h Rb 04 37 20 32 24 11 24 2 18 3 171 
Th Rf 04 29 11 7 28 23 8 8 30 5 12 161 
H Rb 01 13 27 16 22 15 12 36 6 147 。H Rs 01 10 13 41 20 20 22 15 2 144 
Th 只f 04 25 17 7 18 14 6 22 20 6 135 
H Rf 04 28 8 34 2 30 12 12 4 130 。H Rr 04 9 2 12 16 17 28 16 22 7 129 
G Rr 04 14 8 4 16 8 6 8 24 30 119 。。Ch Rf 04 7 30 25 4 6 46 119 
H Rb 01 8 11 11 14 2 4 12 10 24 8 104 
H Rb 02 4 16 7 10 9 14 26 11 6 103 
H Rf 05 3 4 10 14 17 34 8 8 4 102 
Th Rb 04 2 37 25 9 18 2 4 3 100 
H Rr 01 4 3 5 14 6 6 22 22 2 84 
H Rs 04 8 19 16 7 6 4 2 13 75 
Ch Rr 01 2 15 8 4 18 20 6 73 。H Rr 04 11 4 15 14 2 2 16 66 。H Rs 04 3 3 2 4 2 13 32 60 。H Rb 01 5 2 3 7 4 6 10 9 7 54 
Th Rb 04 6 5 11 5 10 4 4 5 51 
γh 只f 04 5 5 8 12 20 51 
H Rr 04 5 2 9 9 10 6 2 44 。H 只b 01 5 3 2 4 16 10 43 。。H Rs 04 3 4 4 6 2 8 9 38 
H Rf 04 3 3 2 5 2 2 16 33 
Th(W) Rb 01 2 3 5 2 10 6 30 。H Rb 01 4 11 4 4 2 25 。H Rr 04 18 2 2 23 
HH Rr 01 2 12 4 2 3 23 
Th Rb 04 2 6 4 3 3 2 21 。G Rr 04 5 14 20 
HH Rb 03 8 4 8 20 
Th Rb 04 2 3 6 2 2 2 20 
Th Rf 04 7 4 3 3 18 
H Rb 03 2 2 5 4 2 16 
G Rr 01 3 3 8 15 。Th(W) Rb 03 4 2 6 13 。H Rb 04 2 6 3 13 
Th Rf 04 3 2 6 12 
HH(Th) Rf 01・2 10 2 12 。G Rr 04 7 10 。H Rb 03 5 2 2 9 
G Rr 01 4 4 9 
Th Rb 04 3 3 8 。H Rr 04 4 2 7 。Th Rb 04 2 4 7 。Th Rb 04 2 4 7 。H Rr 01 6 7 。Th(W) Rb 01 2 2 3 7 
HH Rr 01園4 7 7 
丁h Rb 04 4 6 
H Rb 03 2 2 6 
Th(W) 只f 04 6 6 。H Rf 04 2 2 5 。Th(W) Rb 04 2 3 5 
H Rr 04 2 2 5 。H Rb 04 4 5 
HH Rr 01司4 3 2 5 。。H Rb 04 2 2 5 
H Rb 01 3 2 5 
H Rb 04 3 2 5 。。Th Rb 04 3 4 
HH Rr 04 2 4 
Ch Rr 04 2 2 4 
N Rr 05 2 3 。H Rb 04 1 3 
Th Rf 02 2 3 
H Rf 04 2 3 。了h Rb 04 2 3 

G Rr 01 3 3 
116 55 54 43 49 66 40 36 42 57 25 
43 23 21 19 21 26 13 16 21 23 14 
37.1 41.8 38.9 44.2 42.9 39.4 32.5 44.4 50.0 40.4 56.0 

綴蚕の計が2の雑草・タニソ/¥-キクイモ。オオダイコンソウ・カモガヤ0・エノキグサ・ヤマハハコ・オオイタドリ‘アキノウナギツカミ・カキドオシ・ネズミガヤ二エタウチチチコグサ0・オトギリソウ・ヒメチ

チコグサ・ミツバッチグリ

綴度の計が1の雑草:ミミナグサ・キツネノボタン・キンヱノコ口・オオチドメ・ヨツパヒヨドリ・ノラニンジン0・ミゾソパ・フランスギク0・ヒルガオ・ドクダミ・シラヤマギク・イケマ・ヱゾスズシロ・
ジャコウアオイ0・キジムシロ・ミズハコベ・ススキ・ウスベニツメクサ。.ヱゾノタウコギ・ヒヨドリパナ・キンミズヒキ・ヒレハリソウ。.クサフジ・ウツボグサ・トモエソウ

出)各雑草ごとの数字は各務責地における頻度の平均を示す。 1979年調査
2)Th:一年生雑草(W:越年草).Ch地表雑草.H:半地中雑草(HH:水生雑草l.G:地中雑草.Rb:枝根状.Rf:繊維状または網目状.Rr:根茎状.Rs:直根状.D1:底散布または水散布

D2:人・動物に付着.03:自動的に散布 04:散布のしかけのないもの.D5:栄養繁殖

3)調査地の名寄閉ま智恵文畑作地帯.名寄Aはそれ以外の地
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2-3. 日高地方の農業景観における植物種多様性

2・3“1.緒論

日高地方は，北緯 41.9
0

""'-'43.0
0 

，東経 42.00 ~ 143.30 に位置しており，浦

河町の年平均気温は 7.8
0

C，年平均降水量は 1，104mmである O 当地方は西部北海

道型気候区に属し比較的温暖な気候であるが，太平洋沿岸地域は海洋性気候 9 内

陸部は大陸性気候を示し，東北部は日高山脈によって十勝に接しており，河川流

域の平坦部を除き丘陵地の多い地域である。

北海道作物統計(農林水産省北海道統計事務所， 1998)および北海道林業統計(北

海道水産林務部， 1998) によれば，全日高管内 9町の土地面積は 48.1万 haで

あり，森林は 84.2%であり，農耕地は 8.40/0である。農耕地面積は 4.0万 haであ

り，田耕地は 17.1%，普通畑 6.2%，牧草地 76.7%となっており，作付けJjIJに見

ると水稲 0.4万 ha，畑作物 0.05万 ha，野菜 0.02万 haである。

日高地方は国内有数の軽種馬産地を形成していることから，農業は水稲作を中

心とし，一般畑作物の作付けは少なく農耕地の 8割近くが草地である。軽種馬農

業の他は内陸部において酪農経営形態が見られる。

前述のように日高管内は気候温媛であり，道東には生育しないクズ，サンショ

ウ，ムラサキシキブなどが農地周辺の雑木林に自生しており， 日高特有のコゴメ

ウツギが山地に生育している。また日高西部を流れる沙流川流域にはケショウヤ

ナギが分布するなど日高特有の農業景観を形成している O

自高地方の植物に関しては帰化植物や高山植物種の文献は各種あるが，雑草種

や家畜有毒植物等の観点を踏まえた植物種の目録等の文献は皆無である O

当地方は軽穏馬を中心とする農業経営が主であるが，農業技術の進展により水

稲や畑作における農薬や化学肥料の使用による環境問題が浮上している。一方農

.業機械化の進展については十勝や道北，網走地方に比べ緩やかな傾向にある。ま

た，牧草地が多いことから根室管内の酪農地帯と同じように， f血管内の農作物栽

培地帯に比べ比較的自然環境は保全されている地域であるものと考える D 全道的

に農業の環境問題が取り上げられ，生物多様性保全を重視しつつあることから，
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当地方の植物種の調査研究の意義は大きい口

そこで本研究は， 日高地方の農業景観における植物種を調べ，植物種多様性の

特徴を明らかにし，その保全について検討するために行った。

2喝3・2. 調査対象および方法

調査対象地域は日高管内全域の 9町とし， 1981年から 1985年まで農業景観に

おける植物種の発生動態を調べた。

調査対象は農耕地である畑地およびその周縁に生育する雑草，水田では水間お

よび畦畔に生育する雑草，また農耕地のほか路傍，荒地などの放棄地，河川域な

どに生育する家畜有毒植物および帰化植物とした。

植物調査は 5月から 10月までの植物生育期間に，徒歩による踏査により濃密

な採集作業を行い，種子植物およびシダ植物について集めたすべての植物をさく

葉標本化し同定を行った。

植物の同定および植物目録の作成にあたって，大井(1975; 1978)，問)11(1965) 

に拠った。これらの文献に記載のない植物については，木村ら(1967;1966; 1967)， 

牧野(1966)，岡本(1967)，笠原(1969)，桑原(1963)，沼田ら(1968)，大滝(1980)

に拠った。更に帰化植物については長田(1970; 1974)，桑原(1966)，家畜有毒植

物については宮本ら(1942)に準拠した o 自高の植物については高橋(1976)，伊東

(1986)を参照した。対象植物はそれぞれ草木に限定した。種数の算出については，

亜種，変種も便宜上 1種と数えた。

植物目録の作成については，農耕地雑草として，畑地に出現する雑草は，畑地

およびその周縁に出現する雑草として表 2-はに， 71< 133に出現する雑草は，水田，

畦畔および水路周縁に出現する雑草として表 2剛15に，畑地と水田に共通して出

現する雑草は，田畑共通雑草として表 2・16にそれぞれ示した o 家斎有毒植物に

ついては表 2・17に，帰化植物については表 2“18に示した。また雑草区分ごとの

科@種数を表 2・19に示した。その中で特に希少な帰化植物については高橋(1976)

を参照し整理した。

耕地雑草の分布調査については， 1982年 6月から 10月にかけて，静内町を中
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心とし管内のほぼ全域で実施した。畑地，草地の 2調査群に分け各群それぞれ静

内町を含め 5町を調査対象とし，調査群ごとに 20ないし 30ヶ所の調査地を定め

た。調査面積は各調査地とも 1ないし 2haを設定した。さらに各調査地とも 1m2

枠 20ヶ所について出現した植物種を調べた。草種ごとに頻度を求め，それを合

計し，頻度の高い草種の順に列挙し分布の指標とし，表 2-20に示した。また，

全出現種数に対する帰化植物種の害IJ合を調査地毎に算出した。なお，表 2・20に

示した雑草の生活型については沼田ら(1968)を参照した o

2・3-3. 結果および考察

本研究において採集し同定した植物は 60科 448種であり，表 2-14から表 2幽18

に示すとおり多様な植物が観察された。その中で一年生は 106種，一@越年生は

24種，越年生は 35穣，多年生は 283種であり，全体に占める割合はー@越年

生，越年生を含めた一年生(以下同じ)で 36.8%，多年生で 63.2%であった。この

傾向は十勝も上川北部も同じであった。

畑地雑草では 44科 269種が確認できた(表 2・14)。そのうち一年生は 92種で

34.2%，多年生は 177種で 65.8%であった。種数の多い科はキク科(57種)，イネ

科(42種)，タデ科(20種)，ナデシコ科(17種)，マメ科(12種)，アブラナ科(12種)，

パラ科(11種)であり，これらで全体の 43.6%を占めた。また キク科が 21.2%，

イネ科が 15.6%を占め，これら 2科で全体の 36.8%を占めた。

このように畑地雑草にキク科およびイネ科が多かったことは，十勝も上川北部

でも同じであり，畑地における生態系の大きな特徴と考えられる O また上川北部

地方と同じように多年生が一年生よりも圧倒的に多かった。このことについては，

十勝に比べ上川北部地方も日高地方も，畑地において宿根雑草の除草に威力を発

揮する農業機械作業機であるカルチベーターの効率的な活用などの肥培管理が十

分に図られていないことが予測される口

水田雑草では 16科 47種が確認、できた(表 2幽15)。そのうち一年生は 17種で

36.2%，多年生は 30種で 63.8%であった。また，穏数の多い科はカヤツリグサ

科(16種)およびイグサ科(6種)であり，これらで全体の 46.8%を占めた。
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田畑共通雑草では， 18科 41種が認められ(表 2幽16)，多年生は 29種で 70.7%

と高く，種数の多い科はイネ科(7種)およびシソ科(7種)であった。

以上農耕地全体では 357種であり，一年生は 121種で 33.9%，多年生は 236

種で 66.1%であった。このように農耕地において多様な植物種がみられ，上J11北

部地方の 271種に比べ圧倒的に種数が多かった。このことは日高地方が道内でも

比較的温暖な地域であるという気象条件も関係しているのではないかと考えられ

る。

次に家畜有毒植物では 28科 67種であり(表 2・17)，多年生は 53種で全体の

79.1%であった。また，帰化植物では 28科 148種であり(表 2-18)，全雑草中に

占める帰化植物の割合は 33.0%と十勝や上川北部に比し高いことから，この地方

における帰化植物の著しい侵入状況から，農業生態における植物種の撹乱の進行

が推測できる o 越年生を含む一年生は 78種で 52.7%，多年生は 70種で 47.3%

であり，十勝や上川北部と異なり日高地方では一年生が多かった。

このように，地域によって植物の種数の違いや帰化植物の占める割合の相違が

認められた o このことは気象条件や農業管理体系の相違等による環境条件が，植

物種の出現に影響を及ぼすことも考えられ，地域ごとの植物種多様性の特徴を把

握する上で参考になる o

本調査で確認した絶滅危倶種(北海道生活環境部 2000，環境省 2007)は，オオ

アブノメ， ミズアオイ，タマミクリ，ミクリの 4種であった。

本調査では多様な植物種が出現したが，これらの植物を農業景観の中で，例え

ば水田の畦畔や水路，軽種馬牧場における草地と雑木林の間の緩衝帯，道路と畑

地の聞の緩衝帯などを維持管理することによって，植物種の多様性を保全するこ

とができるものと考える。

また，帰化植物については，オオハンゴンソウなど勢力旺盛なものについては，

帰化植物により在来植物が置き換えられるなどの撹乱防止のために，抜き取りな

どの管理を行うことが必要であろう o

雑草区分ごとの科@種数を表 2・19に示した。畑地雑草で 44科，全雑草で 60

科であり，多年生はどの区分においても多く，全雑草中で 63.2%を占め十勝の
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63.6%とほぼ同じであったo

本調査で確認した全雑草種448種の中で多く含む科を列挙するとキク科(71種)，

イネ科(67種)，アブラナ科(28種)，タデ科(23種)，ナデシコ科(22種)，カヤツリ

グサ科(22種)，マメ科(19種)，シソ科(19種)，パラ科(12種)，ゴマノハグサ科(11

種)，キンポウゲ科(10種)であった。

雑草の分布調査の結果については表 2・20に示した O 出現した植物種には草本

以外にササ属が見られたが，便宜上雑草(草本)に含めた。畑地内に出現した雑草

は 76種(頻度合計 3以上のもの 54種， 2以下のもの 22種)であり，このうち帰化

植物は 27種でありその割合は 35.5%であった口頻度の高い草穏は多年生では，

セイヨウタンポホo，シロツメクサ，オオバコ，スギナ，ヒメスイバ，キレハイヌ

ガラシ，エゾノギシギシ(7種)，越年一年生では，ハコベ(1種)，一年生では，ツ

ユクサ，イヌピエ，シロザ，イヌタデ，タニソバ，スベリヒユ，ナギナタコウジ

ユ，イヌピユ，オオイヌタデ，アキメヒシパ，エノコログサ，イヌホオズキ，ア

オピユ(13穣)等であった。

草地ではエゾノギシギシ，セイヨウタンポポ，オオヨモギ，ヒメジョオン，オ

オバコ，アキタブキ等が多かった。総出現数 118種(頻度合計 3以上のもの 76種)

のうち帰化植物は 33種で，その割合は 28.00/0であり，上川北部地方における草

地での帰化植物の割合が 46.2%であったのに対しきわめて低かった。

畑地，草地全体で出現の低かった(頻度合計が 1)植物にはエゾイヌゴマ，シラ

ヤマギク， ユウゼンギク，エゾスズシロ，スズラン，センボンヤリ，ネズミム

ギ，ツボスミレ，ホトケノザ，ハッカ，イヌカミツレ，ノラニンジン，タチツボ

スミレ，ヒヨドリパナ，ヤマアワ，ハマダイコン，キヌガサギク，ミゾホオズキ，

ホソムギ， ミゾソパ，ツメクサ，ハルザキヤマガラシ，メヒシパであったo これ

らの中には一般的に畑地周縁に生育する野草が多かった。また，ユウゼンギクや

ノラニンジンなどの帰化植物も含まれていた。

このように，出現の多い植物も含め，出現の少ない植物をいかに保全していく

かが今後大事になっていくものと思われる。

以上雑草の分布状況を上川北部地方と日高地方を帰化雑草の割合で比較すると，
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畑地では上)11が 38.9%から 44.2%であったのに対し日高では 32.7%から 47.4%

と幅があったO しかし草地では上川が 40.4%から 56.0%であったのに対し日高で

は 18.6%)から 35.0%であり，全帰化植物種は日高が多いのに対し，草地内分布調

査では帰化植物の占める割合は上川北部に比べ日高が低かった。このように，調

査地域によって，また作付け別調査地によって帰化植物の占める割合に相違がみ

られることから，更に北海道における他管内の帰化植物侵入状況の調査など，植

物種多様性を把握することが必要であると考えられる o

また，上川北部地方，日高地方に共通して出現頻度の少なかった植物の中には，

畑地雑草よりも畑地周縁に生育する野草が多く含まれていた。

2・3闘4. 要約

1981年'"'-'1985年までに日高地方の農業景観における植物種，植物分布を調査

し，以下の結果を得た。

1.同定した全植物種は 60科 448種であった。そのうち一年生は 36.8%で 165

種，多年生は 63.2%で 283種であった。

2.畑地雑草では 44科 269種であり，そのうち一年生は 92種で 34.2%，多年生

は 177種で 65.8%であった。種数の多い科はキク科，イネ科，タデ科，ナデシ

コ科，マメ科，アブラナ科，パラ科であった o キク科およびイネ科の 2科で全

体の 36.8%を占めた。

3. 水田雑草では 16科 47種であり，そのうち一年生は 17種で 36.2%，多年生

は 30穏で 63.8%であった。種数の多い科はカヤツリグサ科およびイグサ科で

あり，それらで全体の 46.8%を占めた。

4. 田畑共通雑草では 18科 41種が認められ，そのうち多年生は 29種で 70.7%

であった 0

5.農耕地全体では 357種の植物種が認められ，そのうち一年生は 121種で 33.9%，

多年生は 236穏で 66.1%であった。

6. 家斎有毒植物は 28科 67種であり，そのうち多年生は 53種で 79.1%であっ

た。
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7. 帰化植物は 28科 148種であり，一年生は 78種で 52.7%，多年生は 70種で

あり 47.30/0であった。

8. 雑草区分ごとの科@種数については，畑地雑草で 44科，全雑草で 60科であ

り，多年生はどの区でも多く，全雑草中 63.2%を占め十勝の 63.6%とほぼ同じ

であったD

9.全草種 448種の中で種数の多く含む科は，多い)1頃に列挙するとキク，イネ科，

アブラナ科，タデ科，ナデシコ科，カヤツリグサ科，マメ科，シソ科，パラ科，

ゴマノハグサ科，キンポウゲ科であったO

10. 雑草の分布調査で畑地内に出現した雑草は 76種であり，このうち帰化植物

の割合は 35.50/0であったO

11.出現頻度の高い草種は，多年生でセイヨウタンポポ，シロツメクサ，オオパ

コ，スギナ，ヒメスイバ，キレハイヌガラシ，エゾノギシギシ等，越年一年生

ではハコベ，一年生ではツユクサ，イヌピエ，シロザ，イヌタデ，タニソパ，

スベリヒユ，ナギナタコウジュ，イヌピユ，オオイヌタデ，アキメヒシパ，エ

ノコログサ，イヌホオズキ，アオピユ等であった。

12. 草地ではエゾノギシギシ，セイヨウタンポポ，オオヨモギ，ヒメジョオン，

オオバコ，アキタブキ等が多かった。

13.畑地および草地全体で出現頻度の低かった植物は，エゾイヌゴマ，シラヤマ

ギク，ユウゼ、ンギク，エゾスズシロ，スズラン，センボンヤリ，ネズミムギ，

ツボスミレ，ホトケノザ，ハッカ，イヌカミツレなどであった。これらの中に

は畑地周縁に生育する植物が多かった。また帰化植物も含まれていた。これら

出現の少ない植物をし、かに保全していくかが今後大事になってくるであろう。

14. 本調査において， 448種という多様な植物を数えることができた。その中に

はミズアオイなどの絶滅危慎種が水田に見られたことから，水田や畑地および

草地における出現頻度の低い植物などを保全していくことが，今後大事な農業

活動のひとつであろうと考える。そのため緩衝帯である草原などの適切な維持

理が大事になってくるであろう。

15. 帰化植物については，オオハンゴンソウなどの勢力旺盛な植物は，生態撹乱
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を防ぐ意味から耕地周辺の抜取りなど環境維持管理を行い，在来植物種など生

物多様性の保全を図っていく必要があるであろう。
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4 日高地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその閤縁に発生する雑草)

科

キク科
(57種)

生活型| 出 現 雑

A メ汁ナモRミ鴎tびメ子持子3功クサ回コ羽メナモRミ沼{貯2清涜J去主F主固点生虻:技:刀'}.茎赴土墨藍5盟ト持キンWソウ
Aん回WA叫|
WA Iυ/ケゲゆシ鐘主ニ辺J立広:シ爾 3訪ウソや~I)リ付j汁ナ a 効アサザoミト包 Z取f.~悶主主~I宮虻:~

;f車."~ウ奴 a ヤプタハコ回ヤクシソウ

革
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P ハチシVウナ闘ニカ.t. イワニガナ a セ~1~王宮知事:露。 ul.開設~.~ぷオ\事。闘エソ。ノキツネアザミ闘チシマアザミ箇
エプノザワアサミ館ハンゴンソウ箇オトコヨモギ守主主主:?四オオヨモギ臨アキタフ弓mヤマハI¥Joシラヤマ
ギク園工プずマナ周エプJJンギク置主力点:託先~"!1.キノキリンソウ a オ'.tr.ョ~:f.'!.? 爾ヒヨドリ1\"トヨツ
ハモヨド1):1.1主主J)包技館aま見書:立を:7:式ま!~之主主園1ウ a センポンヤ1) Dエプヤマアザミ姐
スマソウ a イヌヨモギ留ノプキ飽才ゲJ~( 沼ザワヒヨドリ箇コマハギク守.7.リぷ~.:t.主:ホo::t.'iす

キキョウ科 Ip 11¥.7ソプ
ウリ科 Ip アマチャツソレ
オミナエシ科 IP I*I-J工シ伺オミナエシ
アカネ科 IA-WAIヤエムグラ
(6種 Ip カワラマツ1¥¥ホソハソヨツ1¥.ムグラ闘クルマ1¥.ソウ寸オ1¥"ノヤエムゲラ園ヨツJピムグラ
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ミグサ科IA トキワハゼ

ナス科

シソ科
( 11種)

AmWA Ilf:C~!.l.7.:リ
WA I生相~!.7.fl)
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A イヌホオス守
P ホオス1※

A rf宇一jウシ。ユmf.X，主主上:目Yヨ
WA Iホトケノザ
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ムサラキ科
ヒルガオ科

'困...
p It~.~~~ï.ワ
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ガガイモ科 Ip μ-11昌造
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アカパナ科 Ip ヤナギラン調!:~ ::tI1.'l，立バズタマソウ
スミレ科 ¥p エプノタチツボスミレ箇ツボスミレ厨タチツボスミレ弱スミレ
オトギリソウ科 Ip オトギリソウmトモ工ソウ
ブドウ科 Ip 112ヱ2
ツリフネソウ科 IA 陸型認会関ツ1)フネソウ
トウダイグサ科 IA 工ノキゲサ悶3ニシキソウ
カタバミ科 Ip 四万子力f/，E二五盛込
フウ日ソウ科 Ip ゲンノショウコ困イチケヲウ日mミツハヲウ日
マメ科 IA ヤハス。ソウ
(12種 Ip クサフγ合立立を~!:p.~.ぷ目立校宮f 母子オ弓Vダゲνゲ掴ムヨ万;長当支'.:~(f.シ臨ヤプマメ窃ミヤコゲザ園

ヌスピトハキや m ツJ~フシ"".カマ飽ツ)~マト主'lj"()ジ1):ジヅヴ
パラ科
( 11種)
アブうナ科
(12種)

P キンミズヒキ固ナがホソシ口ワレモコウ a オオダイコンソウ m ダイコンソウ叫立:/.~\ï.去r.ï.十キジムシ自国ミツ
ハ。ツチゲリ園ミツモトソウmtメヘピイチ3。掴ヘビイチゴmオニシモツケ

A オ刷01封(7.シ
ん WAll.tj士電車者会主ヨシ
WA Iナズナ.!J:勾/.(1.士λ.-ト 隠11マゲイヨツ aヤマハタザ才

1981年から1985年まで採集
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4 日高地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)(つづき)

手ヰ 生活型 出 現 雑

ケシ科

P セイヨウワサピ m ハJ~ザキヤマカヲシ a イヌガラシ m キレ1\イヌがラシ
A 空'!2ii号制..
WA  !ムラサキケマン

キンポウゲ科 Ip アキカラマツ
ナヂシコ科 IA I l.nj:~12~寸tï.!.7.立

革

(17撞 IA切WAIツメク十点1訪王お
IWA I ミミナゲサ寸シ"Jへ\I\Jへ~ミド1)1口へ\力ラフトホソ"~"Jへ~オランダミミ才~t!t 倒ノミノフスマ
p I.Iï.ヨ i主主?J:ï.ケフジゲ日寸オヤマフλ守種主jヲズマコ苅i~ï\ゅうj片手Lチ~ï\~ン"Jへ。

スベリヒユ科
ヒニL科
アカザ科

A スヘ~I}tユ

A 世主ビJ.鶴イヌピユ
A IÆili主~F ..~l.抑~シ口ザ m アカザ

タヂ科 A ミチヤナギ.!.\1.誌がま:筒イシザjワサニソ，，~.材料jタテ~イヌタデ寸オイヌタデ叩\~史的回
。(20種)

イラクサ科
クワ科

グノネゲサ鳳式設立9.f了、サナヰヂ31同工 ー

民謡l\~ •旦Y:ttx主ソ:.t在Afar固まソ宿主五;ノ~ノダイオウ聞込盆静岡ミスモキ飽抵謹上~)
p 王γ'1"7クサ飽ムカJ"イラクサ留アカソ
A 
p カラハナソウ
ノハナショウプ.yヤメアヤメ科 IP 

ニ11)科(6種) Ip 
イグサ科 Ip 

ン鴎ホウチャクソウaヒメイズイm工ソスカシユリ留ノピjレキジカクシ
ススやメノヤリ

ツユクサ科 IA ツユクサ
タガネソウ園ピ日ウドスゲmアオスゲカヤツリグサ科Ip

イネ科 IA 
(42種)

ニワホJI).オオニワホコ1).ヌカtキ酋イヌピエ属工ノコ日ゲサ aムラサキエノコ口クサ園キン工/コ口 aアキノ
エノコ口ゲサ闘メtシ，，".アキメヒシ，，".ァシポソ

A"WA!スズメノカタピラ
WA  Iネス三ムi下
p l~!):8ヂ箇.!.1.:~の:Þ...ì" B.'全日みもまン会オ園女~!.i!t!t B主P.(~!.古 ~!.i2:ï 関根お::\':劫:iflt:チ

~1.ゴ主主:ョ士j-" .オオネズミカ子園コウボウ B.Olb主:苦闘 7.!t.~主 m認披:!t. .'1 p..~ J...~.ll~ト主主~Z\.
I:./.知事:合淘主主!..?カI""~I) 町イワノ力。リヤス m ノがリヤス E ネズミがヤ m ヤマアワ m ススキ a キツネ力。ヤ闘ハ
マムギaヤマムギmウシノケゲサ四ヨシノネスミガヤ園主ゴヨ立投書:ケイチJ"ツナギ回シハゆ

トクサ科 IP 
ハナワラピ科 Ip 
イノモトソウ科 Ip 

イヌスギナ叫Y
工ソゃフユノハナワラピ

a)--- 家畜有毒植物，…………:帰化植物
b)A:一年生、 A.WA:一年生または越年一年生、WA:越年一年生、 p:
c) .6. :希少帰化横物
d)※:栽培植物が野生化したものと思われるもの
注2)衰の中に恭した雑草は高等植物(革本)及び羊歯植物に限定した

合計 44科 269種

注3)工ゾスズシ口は在来種、コアカザ!ま帰化植物とした。また、アオゲイトウiまアオピユと表示した。
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5 日高地方の農業景観における水

科
生活型

キキョウ科 IP 
¥グサ科IA

ミソハギ科 IA 
、こ3ベ科 IA 

アゼムシ口
アゼナ幽オオアプノメ
キカシゲサ
ミソハコヘ
ミス I¥Jヘ
工ンコウソウ図工ソソリュウキンカ

出 現 雑

アワゴケ科 IA 
キンポウゲ科 Ip 
イグサ科 Ip 
(6種)

I¥I)コウガイゼキショウ回タチョウガイゼキショウmコウガイゼキショウaヒメコウカゃイゼキショウmアオコウ
ガイゼキショウ隠りイ
ミズアオイ
ウキクサmアオウキクサ窃ョウキクザ

ミズアオイ科 IA 
ウキクサ科 IA 
カヤツリグサ科IA
(16手重 Ip

ホタルイ陽マツJピイ 81¥リイ箇ヲマガヤツI}祖ウシクゲ忽カヤツリゲサm工プハリイ

イネ科

才モダ力科
科

工ソ~r7~ラカゅヤ回アイハツウ圏ク日アプラ力。ヤ m ヌマ1\')イ a ザンカクイ鍾 tメクゲ øJ.ウソ臨ミズカヤツ1)m 
ク日ハリイ

A タイヌピ工
んWAIカズIJゲサ
p 工ソソサヤヌカゲサ
p ヘ弓オ干ゲ力サジオ干ゲ力関オモダカmクワイ来
p オtJvkシ口脇tJvムシ口鶴ホソハミズtキモ
p タマミクリ圏ミクリ
p カマ
p ミズドクサ
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本ヰ

キク科 IA 111ウコギ
¥グサ科Ip ミプホオズキ

シソ科(7種) I伊 |エプシ口ネ aコシ口恥シ日本圃tメシ日ネ闘'!J1易圏ヒメナミキ a
A ハナイ，，~ナ

p I.?~k士!l:タ
p セ1)
p イワアカ，，"ナ随アカ，，"t
p 工プミソハギ
p ネコノメソウ
AaWAIスカシタ:(*~ウ
WA  Iタネツケ，，"t
p オオハヲネツケ，，"ナ

キンポウゲ科 Ip キツネノボタン包"イキンホ。ウゲ
タヂ科 IA ミプソハ~アキノウナギツカミm主土記釘φ

A 17オミズ
イグサ科 Ip イ旬クサイ
ツユクサ科 IA イポクサ
グサ科Ip ウスイ口スゲ寸オカワススゲ aカワラスゲ
A スズメノテッホウ回ケイヌピ工mアシポソ
P It自"ノドシ冶ウツナギmドジョウツナギaヨシaツルヨシ
p 

p 

アブラナ科

ヰ
科

科
む
折
、
タ

ネ
雫
ゲ
シ

イ
ぐ
ト
ォ

生活型

5 日高地方の農業最観における田畑共通雑草

雑出 現

合計 18科 41種
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p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
A
 

ヰ
科

|
「
折
、
サ

}

E
科
ソ
ク

不
一
ウ
ク

1
L

、
ド
科
剖
叶

エ

ス
i

ハ

ナ

ミミ科

マメ科
ケシ科
キンポウゲ科
アヤメ科
手ヰ

イネ科

iii)田畑共通雑草(第3表)
iv)農耕地以外に生えるもの(下記)

出現植物

ツリがネニンジン臨サワギキョウ
ハエドクソウ
~:t:!J.~Jλ 
オオマJ~I\~ノホ日シ箇ヨ古おま.~宮支えま君主:ォ
ドクゼ1)
ノウルシ
コミヤマカタ1¥'ミ
ハマエンドウ
エプ工ンゴサクmエプキケマン
}~イヨウショウマ m 工プト1)カプト a ニ'))ソウ魁フクシ。ユソウ筒カラマツソウ

主泊点す:
工ンレイソウ悶シ日1¥'ナノ工ンレイソウ盟1¥'イケイソウ
コウライテンナンショウ図ミズ1¥0ショウ aザゼンソウ

f?kj-" 

514 8~ 
14科種

67種合計
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手ヰ
生活型

出 現 植 物

4科 4種
19科 66種

A I i'J.'J+J ~-a~1扇タウコギ a アメリカセ吾妻ヲゲーが千万ヲナモミムヴlノチニガナ~aダンド~-'-IJギクA
(13種) A園WAIトゲチシャ

p セイヨウノコギ1)ソウ留セイタカアワダチソウ爾ハナカVギク m ネI\~I)ノギク m キクイモモドキム冨キクニガナ
アカネ科 Ip トゲナシヤエムグラ
¥グサ科IWA Iピ日ードモウズイカ

p ホソ1ピウンラン
シソ科 IP アメリカハッカ
クマツヅラ科 Ip 11レチハナ万ザ
ムラサキ科 IWA Iシヘ子がムラサキム
サクラソウ科 IA-WAI1力l\.tJ~I)"Jへやム
ミナ科 Ip オオマツヨイゲサ

才トギリソウ科 Ip 才オカナダオトギ1)箇コゴメハ守トギリ
トウダイグサ科Ip マツ，，"トウダイ
マメ科 IA IJシナ力。ワハギqメツプツメクサ銅クスダマツメクサ

AaWAIJ;LツプウマJ"ヤシム
WA  Iシナカ万八ギ
p セイヨウミヤコゲサ

パう科 Ip オオヘピイチコゆ
ベンケイソウ科 Ip ツJ~"?ンネンゲサ

A 11マナズナ困びアマナズナ函ク口ガラシム箇ノハラ万ラシム.1¥タザオガラシ厩イヌカキネガラシ aミヤカや
(13種)

ケシ科

ツルナ科
アカザ科
イネ科
(14種)

ラシム厨ホソカヲシム
A-WA 1-I!1ヨウ/ダイコンムaケカキネカラシム包クシヲゲサムmウ口コナズナム
WA  Iマメゲン，，""イナズナ
A ナガミtナゲシA
A ツキミセンノウ
ん WAIドカンソウム
WA  1ムシトリナデシ3
p サボンソウmシラタマソウ
A クルマハVヲ日ソウム
A ウラシ冶アカザ
A ニコケヌカキピ a力ナ1)ークサヨシ aヌカススキA包シナダレスズメカψヤム箇ハナクサキピムサギナタカV
A阻WAIイヌムギ回ウマノチャヒキ
WA  Iマカラスムギ
p コスズメj手ャtキ胃オニウシノケゲサ 2ハマチャtキ，，*ソノゲムギ冨オオλズメノカタピラ

合計 28科148種
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分 1 師T~ ム戸 LL --， +.4品占雫酬 ιUof・~.k- ιL l..<fヨ， .k-ιL. 
計網陶

53 11 28 177 269 
16 。 30 47 
10 29 41 
10 。 4 53 67 
44 17 17 70 148 
106 24 35 283 448 
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日高地方の農業景観における耕地雑草分布表
間世 雑草名 同r罰r 日地吉下翠型

区間Z包

体;眠製 i静肉 lキ素{以 門別 平取 日高 静内 !浦河
H Rs 01 5 17 26 2 25 15 92 

2 Th Rb 04 54 52 28 50 55 54 3 

3 Th Rf 04 90 35 63 37 35 50 

4 
。H Rs 01 34 5 10 2 20 46 35 

5 H Fミb 02 15 11 22 15 14 18 

6 Th Rb 04 58 20 28 7 25 50 

7 Th， Th(W) Rf 04 30 57 61 22 17 8 

8 Th Rf 04 34 12 53 10 60 25 

9 Th Rb 04 22 56 52 62 

10 G Rr 04 20 10 6 2 7 27 21 
11 Th Rb 04 7 87 38 22 7 4 

12 H Rf 05 4 12 41 37 5 10 8 

13 
。H Rb 01 11 2 8 7 7 21 16 

14 τh Rb 04 47 22 48 

15 Th Rf 04 7 77 25 15 10 3 
16 Th Rb 04 15 18 65 20 

17 H Rr 01 10 7 16 21 

18 Th Rb 02， 4 14 35 30 26 

19 Th Rb 04 20 47 36 5 3 

20 Th(W) Rb 04 12 2 23 

21 Th(W Rs 04 17 3 5 64 
22 。H Rr 04 32 10 12 10 8 
23 Th Rf 04 10 15 10 45 
24 。Th Rb 04 2 5 7 52 11 
25 @ Ch Rf 04 28 10 6 5 27 
26 。H Rr 04 7 20 15 17 
27 @ @ H Rr 04 15 2 16 2 5 10 3 
28 Th(W) Rb 01 5 7 15 17 7 
29 G Rr 01 5 6 27 2 
30 G Rr 01 10 3 13 
31 。

Th((WW) ) Rs 04 7 7 2 2 3 
32 。TH Rb 01 2 3 7 7 
33 H Rb 03 16 
34 H Rb 03 7 2 3 
35 H Rf 04 7 6 5 3 
36 Th Rb 03 5 5 7 

H Rb 01 2 15 
38 。H Rs 01 4 
39 HH(Th) Rb 04，1 2 
40 Th(W) Rb 01，4 10 3 2 
41 G Rr 05 
42 。丁h(W) Rb 03 7 6 
43 G Rb 01 2 5 
44 H Rb 02 2 
45 Th(W) 只b 03 2 5 
46 @ H Rb 01，4 10 2 
47 。H Rr 04 4 2 4 
48 HH(Th) Rb 04，1 6 
49 G Rr 01，4 8 
50 HH (Th) Rb 01 8 
51 。H Rf 04 2 7 
52 @ G Rr 05 10 
53 H Rr 01 6 
54 。Th Rb 04 2 2 
55 G Rr 01 2 
56 。H Rf 04 2 7 
57 Th(W) Rb 01 2 
58 HH Rb 01，2 
59 γh(W) Rb 01 
60 Ch Rb 02， 5 
61 タソヵ1¥ ラ 。Th Rb 04 7 
62 アザミ G Rr 01 
63 
タイウコギ

HH Rr 01，4 
64 HH (Th) Rb 01，2 
65 ノミノフスマ TH(W) Rf 04 
66 ノクハサうフツジメクサ
。Th Rb 04 3 

67 G Rr 03， 4 
68 工ゾノレン1リコンソウ G Rr 03， 4 
69 

~ヘ〉口2ラbコオパヌォナ力，ゲサ
。H Rs 04 

70 。H Rr 04 6 
71 HH Rr 01 
同副嶋副陶 出現複数 136 49 33 48 32 38 65 34 
担旭町四

帰化植物稜数 42 16 11 16 14 18 22 11 
『
帰化植物の割合 30.9 32.7 33.3 33.3 43.8 47.4 33.8 

続雇の計が5の雑草:キジムシロ・オトコヨモギ・クサヨシ。・ゴボウ0・ミツバ・ウシハコベ・ハイミチヤナギ0・ェジミソハギ・シパムギ0・トクサ・キクイモ@
類度の計が4の雑草:キンミズヒキ・ミツバチグリ・ササ属・マツバイ・アキノノゲシ・コウボウ

32.4 

阜 Z也
言十;石 [新宿 えりも

90 27 55 354 
12 6 314 
10 321 

40 50 65 307 
56 60 26 237 
2 10 15 215 
17 212 

195 
194 

26 50 11 180 
5 170 

24 12 5 158 
30 7 35 144 
15 5 138 

137 
118 

22 25 13 114 
6 111 
111 

6 22 33 99 
2 7 99 
6 5 6 90 

81 
78 
76 

2 13 74 
10 3 66 
7 59 

42 
7 34 
2 7 31 
2 5 5 31 
2 2 10 30 
6 2 21 

21 
2 19 

18 
5 8 17 
15 17 

17 
5 10 15 

14 
6 13 
4 6 13 
2 3 12 

12 
11 

5 11 
2 10 
2 10 

10 
10 

2 9 
5 9 

2 3 9 
9 

2 2 9 
2 5 8 
7 8 

8 8 
8 

2 3 7 
6 7 
6 7 
4 2 7 
2 6 

6 6 
6 6 

6 6 
6 

6 6 
43 43 40 
8 14 14 
18.6 32.6 35.0 

務度の昔十が3の雑草・シロネ・ミチヤナギ・ヒルガオ・ヤブマメ・オニノゲシ。.スイバ・クサイ・ヒメチチコゲサ・クサレダマ

鋳度の計が2の雑草.オオスズメノチツポウ0・マツヨイセンノウ。.ヤマハタザオ・グンパイナズナ@・メナモミ・ウスイロスゲ・オオハンゴンソウ0・コシノネズミガヤ・ホタルイ・ツルマメ・ヤマハJ、コ・セリ・
カラハナソウ・ウマノミツバ・オオアワダチソウ。，ノブドウ

続度の言十が1の雑草:ヱゾイヌゴマ・シラヤマギク，ュウゼンギク。・エゾスズシロ・スズラン・センボンヤリ・ネズミムギ0・ツボスミレ・ホトケノザ・ハッカ・イヌカミツレ@・ノラニンジン0・タチツボスミレ七ヨ
ドリパナ・ヤマアワ・ハマダイコン0・キヌガサギク0・ミゾホオズキ・ホソムギ0・ミゾソパ・ツメクサ・ハルザキヤマガラシ0・メヒシパ

注1)各語通ごとの数字は各調査地における頻度の平均を示す。 1982年調査
2)Th:-年生雑草(W:越年草)， Ch:地表雑草 H:半地中雑草(HH:水生雑草)， G:地中雑草.Rb:枝被状.Rf:繊維状または網目状.Rr:根茎状.Rs:直根状.Dl:風散布または水散布

D2:人・動物に付着.D3:自動的に散布.D4:散布のしかけのないもの.D5:栄養繁慮
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2-4. 網走東部地方の農業景観における植物種多様性

2・4幽1.緒論

網走東部地方(網走管内一網走市，女満別町，東藻琴村，美幌町，小清水町，清

里町および斜里町)は網走管内東部に位置し，北はオホーツク海，南は根釧台地に

挟まれ，北緯 43.70 '""'-' 44.4
0 

，東経 144.00 '""'-' 145.30 に位置している o 気候はオ

ホーツク海型気候区に属しており，オホーツク海沿岸は冬季開流氷に覆われるな

ど厳しい低温の日が続く O網走市の年平均気温は 6.4
0

C，年平均降水量は 748.2mm

である o

網走J11流域の美幌町や女満別町(現在，大空町)では北海道東限の水稲作が行わ

れているが，年間降水量の少ない当地方では，秋まき小麦などを基幹とする畑作

や酪農が中心であり，道内有数の農業地帯を形成している o

北海道作物統計(農林水産省北海道統計事務所， 1998)および北海道林業統計(北

海道水産林務部)によれば，網走東部地方の土地面積は 26.8万ha，森林は 59.4%，

農耕地は 26.1%である o 農耕地面積は 7.0万 haであり，田耕地は1.5%，普通畑

は 83.9%，牧草地は 14.6%，樹園地は 0.03%となっており，作付け別に見ると

水稲が 0.09万 ha，畑作物 5.0万 ha，野菜 0.2万 haである o このように，鰐走

東部は水稲作も見られ，効率的な土地利用を図っており，壮大な農業景観を形成

している O

網走市周辺には網走湖など数多くの湖沼があり，原生花園も多く見られ特徴的

な景観を背景に農業が営まれている o オホーツク沿岸は冬の流氷，夏の高温など

植物にとっては厳しい環境条件にある(西田， 1983)ことから，いわゆる高山植物

が沿岸平地に見られる O またシパナやアッケシソウ，ウミミドリなどの塩生植物

も普通に見られ，キタミフクジュソウ，タライカヤナギ，オオバタチツボスミレ

などの希少な植物も雑木林や湿地などに見られる o

広大な北海道における雑草の種類および分布は地域によって多種多様であるこ

とがこれまでの一連の調査研究で明らかにしたが，当地方においても他の地域と

同様に農業景観における植物種(雑草)の文献や，家畜有毒植物，帰化植物の種数
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に関する調査報告も限られている。近年の植物種の多様性保全からも，当地域の

農業景観における植物種の調査研究の意義は大きい。

そこで本研究は，網走東部地方の農業景観における植物種を調べ，この地方の

植物多様性の特徴を明らかにし，保全について検討するために行った。

2-4四2. 調査対象および方法

調査対象地域は網走東部地方の 1市 6町村とし， 1992年から 1994年まで農業

景観における植物種を調べた。

調査対象は農耕地である畑地およびその周縁に生育する雑草，水田では水田お

よび畦畔に生育する雑草，また農耕地のほか路傍，荒地などの放棄地，河川域な

どに生育する家資有毒植物および帰化植物とした。

調査は 5月から 10月までの植物生育期間に，踏査による徒歩による踏査によ

る濃密な採集作業を行い，種子植物およびシダ植物について集めたすべての植物

をさく葉標本にして同定を行った。

植物の同定および植物目録の作成にあたって，大井(1975; 1978)，田)11(1965) 

に拠ったoこれらの文献に記載のない植物については木村ら(1967;1966; 1967)， 

牧野(1966)，岡本(1967)，大滝(1980)，に拠った。更に帰化植物については長田

(1970 ; 1974)，家畜有毒植物については宮本ら(1942)に準拠し，対象植物はそれ

ぞれ革本に限定した。また，網走の植物については石川(1989)，西岡ら(1983)，

斎藤(1985)，斜里町立知床博物館(1982)，氏家(1986)，松木(1976)を参照した。

種数の算出に当たっては，亜種，変種も便宜上 1種と数えた。調査時点での希

少な帰化植物については採集年，採集者，採集地を付記した。

植物目録の作成については，農耕地雑草として，畑地に出現する雑草は，畑地

およびその周縁に出現する雑草として表 2・21に，水田に出現する雑草は，水田，

i珪畔および水路周縁に出現する雑草として表 2幽22に，畑地と水間に共通して出

現する雑草は，田畑共通雑草として表 2幽23にそれぞれ示した。家畜有毒植物は

表 2・24に，帰化植物については表 2-25に示した。また雑草区分ごとの科・種数

を表 2圃26に示した。
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2d4・3. 結果および考察

本研究において採集し同定した植物は 59科 417種であった。一年生は 83種，

ー@越年生は 23種，越年生は 35種，多年生は 276種であった。全植物の中でー@

越年生，越年生を含む一年生(以下回じ)は 33.8%，多年生は 66.2%であった。

生物多様性の評価は，まず「種Jを数え挙げることによって認識されるし，地

域の生物群集を反映し，地方型を認識する上で重要(矢原， 1997)であることから，

以上の数値は，網走東部地方の植物種の多様性の特徴を認識し植物種保全を考え

る上での基本となる o

畑地雑草では 45 科 269 種の雑草が確認できた(表 2~21)。そのうち一年生は 89

種で 33.1%，多年生は 180種で 66.9%であった。種数の多い科としてはキク科(57

種0，イネ科(37種)，タデ科(19種)，ナデシコ科(18種)，シソ科(12種)，アブラ

ナ科(12種)，パラ科(11種)，マメ科(10種)，アカネ科(7種)であり，これらで全

体の 68.0%を占めたo またキク科が 21.2%，イネ科が 13.8%であり，これら 2

科で全体の 34.9%を占めた。このように畑地雑草にはキク科およびイネ科植物が

多いこと，また多年生が一年生を上回っていたことは，十勝，上川北部，日高地

方と同じであった。

畑地雑草として分布，量ともに多い草種は，殆ど一年生ないし越年生雑草であ

り，多年生雑草の発生する頻度はきわめて少なかった。また，圃場管理がゆきと

どいていると多年生雑草が少なくなることから，畑地における雑草種の繁殖生活

型から闘場管理の状況が推測できる(広)11，1969)。

本調査では畑地および畑地周縁の雑草を同じ調査区分として調べたことから，

多年生が一年生を上回ったものと考えられる o 畑地雑草に関するさらに細かい解

析を行うためには，今後畑地内のみの調査が必要になってくる o

畑地雑草種は多様であり，これらを農業生産活動と共生し保全するには，この

地域の畑地問緩衝帯や雑木林やカラマツ防風林と畑地問の緩衝帯草原，道路と畑

地の緩衝帯などに，こうした植物の生育地を求めることが考えられる o

本調査地には，知床半島が含まれるが，石川(1989)は岩尾忠IJ台地開拓放棄地の

植生を調査し，クマイザサやエゾヨモギ群落の中にオオアワガエリ，ムラサキツ
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メクサ，カモガヤ，コヌカグサ等の牧草が高い頻度で出現していることを報告し

ている o 関連して，鷲谷(2002)は知床のチシマザサ群落の土壌に大量の外来牧草

の種子がみられるのは，その場所が 20年ほど前までは牧草地であったからであ

ると述べている。こうしたことからも土壌には多かれ少なかれ外来植物の種子が

含まれているものと考えられるし，外来植物の生命力の強さを再認識するもので

ある o 在来植物の種子の埋没状況についても関心のあるところである o

水田雑草では 15科 40種が確認できた(表 2-22)。そのうち一年生は 16穏で

40.0%であり，多年生は 24種で 60.0%であった。また，種数の多い科はカヤツ

リグサ科(9種)，イグサ科(4種)，イネ科(4種)であり，これらで全体の 42.5%を

占めた。水田雑草にはカヤツリグサ科およびイグサ科などの湿性植物が多いこと

で，水回が温性植物の保全をもたらす有力な環境にあるといえよう o こうしたこ

とから，水回転作による乾田化が図られている現状をかんがみて，農業景観にお

ける湿地帯を極力残し種の多様性を保全する工夫が必要と考える。

田畑共通雑草は 15科 36種が認められ(表 2噌23)，多年草は 26種で 72.2%であ

った。

以上農耕地全体では 345種の雑草が認められ，そのうち一年生は 115種で

33.30/0，多年生は 230穏で 66.7%であったo

次に家畜有毒植物は 29 科 66 種で(表 2~24)，多年草は 53 種で全体の 80.3% と

多かった。また，帰化植物は 24科 130種であり(表 2・25)，一年生は 61種で 46.9%，

多年生は 69種で 53.1%であった。全雑草中に占める帰化植物の比率は 31.2%と

高いことがわかった。勢力旺盛な帰化植物については，在来の植物種に置き換わ

ってしまい，生態態系を撹乱することの危倶から，状況によって抜取りの実施を

おこなうなど，生態系における在来植物と帰化植物の生育バランスを図っていく

ことが大事であろう o

また，本調査で観察された絶滅危倶種(北海道生活環境部， 2000および環境省，

2007)はアギナシ，タマミクリ，ミクリなどであった。

雑草区分ごとの科@種数を表 2-26に示した。畑地雑草で 45科，全雑草で、 59

科であった。多年生はどの区分においても多く，全雑草の中で 66.2%を点めた。
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この割合は上川北部地方(70.2%)よりも低く，十勝地方(63.60/0)や B高地方

(63.2%)よりも高かった。

本調査で確認した全雑草 417穏の中で種数を多く含む科を列挙すると，キク科

(67種)，イネ科(54種)，ナデシコ科(24種)，タデ科(22種)，アブラナ科(20種)，

シソ科(19種)，マメ科(16種)，カヤツリグサ科(15種)，パラ科(12穏)，ゴ、マノハ

グサ科(11種)，キンポウゲ科(11種)，およびセリ科(9種)であった。

2咽4-4. 要約

1992年から 1994年まで網走東部の農業景観における植物種を調査し，以下の

結果を得た 0

1.同定した全植物種は 59科 417種であり，そのうち一年生は 33.8%で 141種，

多年生は 66.2%で 276穏であった。

2.畑地雑草は 45科 269種であり，そのうち一年生は 89種で 33.1%，多年生は

180種で 66.9%であったo 種数の多い科はキク科，イネ科，タデ科，ナデシコ

科，シソ科，アブラナ科，パラ科，マメ科およびアカネ科であった。キク科お

よびイネ科の 2科で全体の 34.9%を占めた。

3.水田雑草は 15科 40種であり，そのうち一年生は 16種で 40.0%，多年生は

24種で 60.00/0であった。種数の多い科はカヤツリグサ科，イグサ科，イネ科

であり，これらで全体の 42.5%を占めたo

4. 田畑共通雑草は 15科 36種であり，多年生は 26種で 72.2%であったo

5.農耕地全体では 345種が確認でき，そのうち一年生は 115種で 33.30/0，多年

生は 230種で 66.7%であった。

6. 家畜有毒植物は 29科 66種であり，そのうち多年生は 53種で 80.3%であっ

たo

7. 帰化植物は 24科 130種であり，一年生は 61種で 46.9%，多年生は 69種で、

53.1%であったo

8.雑草区分ごとの科@種数については，畑地雑草で 45科，全雑草では 59科で

あった。多年生はどの調査区分においても多く，全雑草中 66.2%であった。
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9.全草種 417種の中で種数の多く含む科を多い JI療に列挙するとキク科，イネ科

ナデシコ科，タデ科，アブラナ科，シソ科，マメ科，カヤツリグサ科，パラ科，

ゴ、マノハグサ科，キンポウゲ科，セリ科であった。

10.本調査から，出現した多様な植物種をどう保全していくかが大事である o 農

業生産活動の中で畑地問の緩衝帯や雑木林や防風林周辺の緩衝帯草原等を維持

管理することにより，農業景観に出現する多様な植物種を保全していく必要が

あるであろう O

11.水回転作により乾田化した農地が増加する中で，湿地帯を可能な限り残存さ

せ，それらを維持管理する中で植物種の多様性を維持していくことが必要であ

ろう o
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表2-21 網走東部地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)
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コ口ゲサ歯アキメヒシハゅ

ん WAIA;C;tノカタピラ
WA  Iネスミムギ
p な!):A=x":!.7:~:;'!.\:~~'" :的~~:r 沼式オ虫以生.7..立t早l(\位以7:~7.:立沼田主玉虫::r :土在弘法:~
訂正主主，.. 'i.t:t" .オオネズミ力。ヤつウポウm主ゴ17.:手虫害:ナ'.nlゆl":f-.7.立~~.~..謀者?:t: ?日;t~，
主't.-f)-: {).{-:J.ゑ在全:サ歯止まλJ:..:J:li.':; Jt{~ゥ胸主主l:l:/}.~工リ m イワノガリヤス a ノガリヤス m ヤマアワ a スλキ
キツネガヤmハマムギ園ウシノケゲサmエプカモジゲサ
イヌスギナ並立闘喜平才 a
工ソヲユノ1¥ナワラピ
立ゑ上

p
p
p
 

合計 45科 269種

a)---家憲宥毒植物……:帰化植物
b)A:一年生、A.WA:一年生または越年一年生、WA:越年生一年生、 p:多年生
c) ，d，. :希少帰化植物
d)※:栽培植物が野生化したものと思われるもの

注2)表の中に示した雑草は高等植物(革本)及び羊歯植物に限定した
注3)エゾスズシ口!ま在来穫、コアカザiま帰化植物とした。また、アオゲイトウ
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表2-22網走東部地方の農業景観における水田雑草(水闇，畦畔および水路間縁に発生する雑草)

寸
斗
z
b
E
 

生活型
出 現 雑

キキョウ科 i伊 立正ム之口
ゴマノハグサ科IA アゼナ

p ヱプ/カワヂシャ
ミギ科 IA キカシゲサ

p エソ三ソハギ
¥コベ科 IA I~~/!\Jへや

アワゴケ科 IA ミズI¥Jへや
キンポウゲ科Ip 工ンコウソウ筒工ソφJIJュウキンカ
イグサ科 Ip II¥IJJウがイゼキショウEホソコウがイゼキショウmtメコウガイゼキシ3ウ園Uイ
ウキクサ科 IA ウキクサヴオウキクサ
カヤツリグサ科IA 11¥リイサシクク爾エソ7プラカヤmlイハツウ aク口アフラがヤ周ヌマ!¥IJイmサンカクイmク口I¥IJイ
(9種 Ip ホタJ~1
イネ科 IA 111イヌピエ

AmWAI拐事ノコゲサ
p 工ソソサヤヌカゲサmマモコ
p ヘラオモカタ調サシオモカヲ寸モカダ aアギナシ

科 Ip オtJ~ムシ口調七J~ムシ日級王ソモJ~ムシ日回フトt)~ムシ日
p タマミクIJ回ミクリ
P I jJ~"? 

p ミズドクサ

15科 40種
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網走東部地方の農業農観における田知共通雑草草

科
生活型

出 現

キク科 IA タウコギ画工プノタウコギ
ゴマノハグサ科Ip ミソゅホオス耳
シソ科(6種)IP 工ソシ口ネm訪日ネmシ口ネ測りシ口ネB"'{IJ切りナミキ
ムラサキ科 I P l?7>台才a2:す
セリ科 lρ It'トオオチドメ
ミナ科 Ip イワアカI'"t隠アカ，，"ナ

ユキノシタ科 IP ネコノメソウ
AmWAIスカシ知下ウ
WA  IタネツケI'"t
P オオハラネツケ，，"t

キンポウゲ科 Ip キツ恒正処， B I1イキンホ。ウゲ
タヂ科 IA ミプソ".mアキノウナギツカミ回主土五釘。
イラクサ科 IA 17オミズ
イグサ科 IP イ沼クサイ
カヤツリグサ科Ip ウスイ口スゲ箇オオカワズスゲ姐カワラスゲ
イネ科 IA スズメノテッホ。ウaケイヌピ工

雑

(6種) IP It日ハノトショウツナキ mミヤマトγョウツナギ回カラフトトγョウツナギaヨシ
オシダ科 Ip 

合計 15種 36種
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i )畑地雑草(第1~受)
ii )水田雑草(第2表)

生活型

網羅東部地方の農業最観における

一ーー iii)田畑共議羅宣言〈事語表)
iv)農耕地以外!こ生えるもの(下記)

オ守
ザ
全
庁
E 出 現 植 手知

ツリガネニンシ、、ン aサワギキョウ
ハエドクソウ
シ:主ゑ，1)λ※
オオマ}~/\.ノ*日シ a旦世主品壬乳食みl..~士事:才
ドクセ1)
コミヤマカタハミ
ハマエンドウ
工プエン::(サク爾工ソ洋ケマン
)~イヨウショウマ a 工γト 1)カプトニリンソウ@オオレイシツソウ包フクジュソウ mカラマツソウ

主羽:主:ヲ
長主'~~2保
工ンレイソウ aシ口".ナノエンレイソウ緬オオハ。ナノ工ンレイソウ箇".イケイソウ
コウライテンナンショウ四ミズ".ショウmザゼンソウ
オシダ

科 IP
ハエドクソウ科Ip
¥グサ科Ip
IP 

セリ科 ¥P 
カタバミ科 Ip 
マメ科 IP 
ケシ科 IP 
キンポウゲ科(6種)IP 
ヤマゴボウ科 Ip
アヤメ科 Ip 
科 Ip
サトイモ科 Ip 
オシダ科 Ip 

合計 29種 66種
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網走東部地方の農業景観における帰化植物

A キソφメカミツレム悶アメリカセンダンゲサ aダンドポ口ギク ム1992-伊東沼東藻琴村
A回WAIトゲチシャ
p セイヨウノコギ1)ソウmハナガサキゅクmネ1¥'"リノギウ斗クニガナ※

1夕、サ科IA ウキアゼナ
WA 1ビロードモウズイカ
p ホソ，，'"ウンラン

シソ科 Ip アメリカハッカ
ムラサキ科 IAsWAIノハラムラサキ

WA Iシヘ子力φムラサキム1993-伊東羽小清水町
ヒルガオ科 Ip セイヨウヒ)~力守A
ミナ科 Ip オオマツヨイグサ

オトギリソウ科Ip 1]]メハオトキリム1993s伊東筒東藻琴村
トウダイグサ科Ip マツ，，'トウダイ
マメ科 IA クスタマツメクザム1993s伊東舗網走市

A.WAI]}ツプウマ]'"ヤシム1993回伊東m網走市
WA Iシナ約I¥:f'"固シ口ハずシ向。ワハギ
p セイヨウミヤコゲサ

パラ科 Ip オオヘピイチ]'"
ベンケイソウ科 Ip ツ)~マンネンゲサ

A Itメアマナス子
A.WAIクシヲゲサム1994倒伊東掴網走市
WA IマメゲンハYナズナイウダソウ※
p オランダガラシ

ナデシコ科 IA ツキミセンノソウ
(6種) IA.WAIドカンソウ ム1994回伊東 a網走市 aノハラナデシコ

WA Iムシト1)ナデシコ
p サボンソウ四シラタマソウ
A アメリカピユム1994-伊東園美幌罷I
A ウラシ。口アカザ
A カナリークサヨシ ム
んWAIウマノチャ時園力ラスノチャヒキ
WA 1マカラスムギ
p オニウシノケゲサ岡本ソノゲムギ ム1994錨伊東陽東藻琴村 aシラケガヤ

科

キク科
(針重)

ヒユ科
アカザ科
イネ科
(7種)

、‘a''
・1・1・1 に生えるもの
イ)家畜有毒植物(第43受)
口)それ以外のもの(下記)

出現植物

4科 4t霊
16科 45種

生活型

合計 24科 130種
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分 科数
一二平3ニ 一回配盟ヰエヒ 酪ヰコニ 3?~ヰコニ

45 50 13 26 180 269 

15 15 。 24 40 

15 8 26 36 

29 9 。 4 53 66 

24 26 16 19 69 130 

59 83 23 35 276 417 
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2胸5. 空知南部地方の農業景観における植物種多様性

2・5・1.緒論

空知南部地方(空知管内-岩見沢市，美唄市，三笠市，栗沢町および栗山町)は

空知管内南部に位置し，北緯 42.9
0

"-'43.5
0 

，東経 141.70 "-' 142.20 に位置して

おり，気候は日本海銀.IJ西部北海道型気候区に属している O 岩見沢市の年平均気温

は 7.4
0

C，年平均降水量は 1，155.0mmである。北海道の中では比較的温暖な地域

であるが，冬季開の降雪量は多い。

石狩平野を貫流する石狩)11流域に発達した農業地域であり，水稲を基幹作物と

し，転作による畑作および野菜作も行われており道内屈指の穀倉地帯を形成して

いる O

石狩川水系空知川からの北海幹線用水路(農業用水路)が空知水田地番を約

80kmにわたり貫通しており，約1.6万 haもの水田農地に感慨を行い潤しており，

独特な農業景観を形成している。

冬季は道東，道北に比べ凍度は穏やかであるが，降雪量の多い日本海側の気候

を呈する O 北海道を 2分する石狩低地帯の近くに位置し，自生する植物も豊富で

ある。本地域の山林にはクロパナハンショウヅノレ，ホソパノツルリンドウ，サノレ

メンエビネ等の野草が見られる O また，樹木としてクリやエゴノキのほか，つる

性樹木のミツバアケビやクズなどが見られる D また，美唄市はかつてヨシやスゲ

属の群がる低湿地帯であり，ほとんどが農耕地化された現在でも，その周縁には

エゾミソハギやサワギキョウなどの湿地性植物の生育が見られる。

北海道作物統計(農林水産省北海道統計事務所， 1998)および北海道林業統計(北

海道水産林務部， 1998)によれば，空知南部地方の土地面積は 11.7万 ha，森林は

55.9010 ，農耕地は 25.80/0である。農耕地面積は 3.0万 haであり，田耕地は 78.90/0，

普通畑は 17.8%，牧草地は 2.8%，樹園地は 0.5010となっており，作付け目rJにみ

ると水稲が1.7万 ha，畑作物 0.4万 ha，野菜 0.3万 haである o このように，石

狩平野のほぼ中央に位置する当地域においては，旭川を中心とする上川盆地と同

様に北海道を代表する壮大な水田農業景観を形成している O
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広大な北海道における雑草の種類および分布は地域によって多種多様であるこ

とがこれまでの一連の調査研究で明らかになっているが 当地方においても他の

地域と同様に農業景観における植物種(雑草穏)の文献は少なく，また，家畜有毒

植物および年々増加の傾向にある帰化植物の種数に関する調査報告も見られない。

また，近年の植物種の多様性保全からも，水田を中心とする当地域の農業景観

における植物種の調査研究の意義は大きい。

そこで本研究は，空知南部地方の農業景観における植物種を調べ，植物種多様

性の特徴を明らかにし，その保全について検討するために行った。

2置5幽2. 調査対象および方法

調査対象地域は空知南部地方の 3市 2町とし， 1995年から 1996年まで農業景

観における植物種の発生動態を調べた。

調査対象地域は空知南部全域とし，調査対象は農耕地である畑地およびその周

縁に生育する雑草，水田では水間および畦畔に生育する雑草，また農耕地のほか

路傍，荒地などの放棄地，河川域などに生育する家畜有毒植物および帰化植物と

したo

調査は 5月から 10月までの植物生育期間に，徒歩による踏査により濃密な採

集作業を行い，種子植物およびシダ植物について集めたすべての植物をさく葉標

本にして同定を行った。

植物の同定および植物目録の作成にあたって 大井(1975・1978)，田川(1965)

に拠った口これらの文献に記載のない植物については木村ら(1967;1966; 1967入

牧野(1966)，岡本(1967)，大滝(1980)に拠り，吏に帰化植物については長田(1970; 

1974)，家畜有毒植物については宮本ら(1942)に準拠しまとめた o 対象横物はそれ

ぞれ革本に限定した o 農耕地雑草については笠原(1969)，沼田ら (1968)7 桑原

(1963)を参照し，空知の植物については合間(1993)を参照した。

種数の算出に当たっては，亜種，変種も便宜上 1種と数えた。調査時点での希

少な帰化植物については採集年，採集者 採集地を付記した。

植物目録の作成については，農耕地雑草として，畑地に出現する雑草は，熔地
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およびその周縁に出現する雑草として表 2・27に水田に出現する雑草は，水田，

畦畔および、水路周縁に出現する雑草として表 2-28に 畑地と水田に共通して出

現する雑草は，田畑共通雑草として表 2園29にそれぞれ示した。家畜有毒植物は

表 2・30に，帰化植物については表 2圃31にそれぞれ示した。また雑草区分ごとの

科@種数を表 2-32に示した。

2・5嗣3. 結果および考察

本研究において採集し同定した植物は 59科 424種であった。一年生は 90穣，

ー@越年生は 18種，越年生は 38種，多年生は 278種であった o 全植物の中でー@

越年生，越年生を含む一年生(以下伺じ)は 34.4%，多年生は 65.6%であった。

畑地雑草では 45科 259種の植物が確認できた。そのうち一年生は 99種で

34.7%，多年生は 169種で 65.3%であった(表 2-27)。

種数の多い科としてはキク科(56種)，イネ科(35種)，タデ科(20種)，ナデシコ

科(14種)，マメ科(12種)，パラ科(12種)，アブラナ科(11種) シソ科(10種)，ア

カネ科(6種)およびセリ科(6種)であり，これらで全体の 70.3%を占めた。またキ

ク科が 21.60/0，イネ科が 13.40/0であり，これら 2科で全体の 35.1%であったo

このように畑地雑草にはキク科およびイネ科植物が多いこと，また多年生が一年

生を大きく上回っていたことは，十勝，上川北部， 日高地方および網走東部地方

と同じであり，この傾向は北海道の農業景観における植物種の特徴をほぼ物語っ

ているものと思われる。

当地域の畑地雑草種を概括すると，キパナコウリンタンポポ， トウオオバコ，

チシマオドリコソウ，ヒメオドリコソウ，セイヨウヒノレガオ，ノラニンジン等の

帰化植物が畑地周縁や牧草地に見られた。またサトイモ科のカラスピシャクが畑

地内，特に野菜畑に発生していた。

また，シロザ，ハコベ，イヌタデ，オオイヌタデ¥ナギナタコウジュ，ナズナ，

タニソパ，アオピユ，イヌピエ，ノハラツメクサ，ノボロギク，スベリヒユ，キ

レハイヌガラシ，スカシタゴボウ，オオイヌノアグリ，イヌピユ，エノキグサ，

ハチジョウナ，セイヨウタンポポ，スギナ，エゾノギシギシ，シバムギ， ヨシ等
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は畑地の主要雑草であった。

このように，畑地には多様な植物が生育しており これらを保全しながら農業

生産活動を進めることが今後求められるであろう。そのため，空知南部地方は水

田が主体であることから，畑地内およびその周縁においては除草剤による駆除の

みでなく，刈取りや抜取りなどの方法を併用するとか，雑木林周辺や道路沿線の

緩衝帯のメIJり取りなど適度に管理することにより，種の保全を図っていく必要性

が考えられる。

水田雑草では 18科 52種が確認できた(表 2綱28)。そのうち一年生は 18種で

34.6%であり，多年生は 34種で 65.4%であった。また，種数の多い科はカヤツ

リグサ科が 16種と圧倒的に多く全体の 30.8%を占め，他にオモダカ科(5種)，イ

ネ科(4種)，イグサ科(3種)，ウキクサ科(3種)およびヒルムシロ科(3種)であり，

これらで全体の 65.4%を占めた。 水田雑草にはカヤツリグサ科およびオモダカ科

などの湿性植物が多いことで，水田が湿地性植物の保全をもたらす最適な環境に

あると考えられる。

水田雑草の種を概括すると，他の地域と同じようにミズハコベヲミゾハコベ，

ホタルイ，タイヌビエ，へラオモダカ，サジオモダカ等が多かった。

田畑共通雑草は 16科 42種が認められ(表 2-29)，多年草は 30種で 71.4%であ

った。

以上農耕地全体では 353種の雑草が確認でき，そのうち一年生は 120種で

34.0%，多年生は 233種で 60.0%であった。

本調査で観察された絶滅危倶種(北海度生活環境部， 2000および環境省， 2007) 

はオオアブノメ，ミズアオイ，アギナシ，タマミクリ，ミクリの 5種であった。

これらは水間(表 2-28)の中で出現しており，他のカヤツリグサ科やイグサ科など

の湿地性植物とともに保全していくには，当地方が水田主体の地域であることか

ら，低農薬などの環境保全型農業を進め，畦畔や水路周縁を小農具による刈取り

を行うなど，従来の管理作業方法を継続していくことが求められるであろう。

関岡ら (2000)は 水生植物および湿生植物の保全を目的にした耕作放棄水田の

植生管理について，水田の耕作を放棄した状態では，植生の種多様性を高い状態
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で維持することは困難である可能性が高く，耕作放棄水田においては種多様性を

維持するためには，水管理や回起こしなどの維持管理が欠かせないと述べている。

また，有田ら(2000)は 9 谷津田の保全に関する研究の中で，水田 e 畦畔の植生に

関して，水管理と草刈の時期@頻度を示唆し，耕作放棄地に関しては畦@水路の

補修や草刈等の管理を行う必要性を認めている。

このことから北海道においても，水田や畦畔等の植生保全や放棄地の植物種多

様性保全を図るには，農業現場における日常の肥培管理の中で，草刈などの人為

的な手を加えていくことによって多様な植物種を出現させることが可能となるで

あろう。

また，空知南部地方においては，石狩J11に残された三日月湖や河川域周辺と農

地との境をなす緩衝帯での草原などにおいても，適度に刈取りをおこなうなどの

管理が大事になってくるであろう。

次に家畜有毒植物は 30科 67種で(表 2-30)，多年生は 55種で全体の 82.1%と

多かった。また，帰化植物は 23科 123種であり(表 2・31)一年生は 56種で 45.5%，

多年生は 67穏で 54.5%であった。全雑草中に占める帰化植物は 29.0%であり，

この 30%近くにおよぶ数値は，十勝，上川北部，自高，網走東部地方も同じであ

った。

このように当地域においても，帰化植物の占める比率が高いということを植物

の種数の上から把握することができた。これからの農業生態系における植物種多

様性の保全を進める上で，帰化植物への対処策を講じなくてはならないであろう O

この場合においても，すべての帰化植物が生態系に悪い影響を及ぼすとは限らな

いが，農業，畜産業にさまざまな被害をもたらす(鷲谷， 1998)ことから，またキ

ク科であるオオハンゴンソウやセイタカアワダチソウなど，勢力旺盛で状況によ

っては在来種の植物の絶滅を促しているような場合には，抜き取りなど適度の管

理を行い，根や種子を残らないように駆除し，健全な農業景観での生態系を取り

戻すための対策を立てて実行することが必要であろう。

雑草区分ごとの科 a 種数については表 2・32に示した。畑地雑草で 45科，家畜

有毒植物で 30科，全雑草では 59科であったD多年生はどの区分においても多く，
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全雑草の 65.6%を占めたが，この割合は上川北部地方の 70.2%よりも低かった o

本調査で確認した全雑草 424種の中で種数を多く含む科を列挙すると，キク科

(70種)，イネ科(54種)，タデ科(23種)，カヤツリグサ科(20種)，アブラlナ科(18

種)，マメ科(18種)，ナデシコ科(17種)，シソ科(17種)，ゴ、マノハグサ科(17種)，

パラ科(13種)，キンポウゲ科(10種)およびセリ科(9種)であった。

2酬5-4. 要約

1995年'"'-'1996年まで空知南部の農業景観における植物種を調査し，以下の結果

を得た。

1.同定した全植物種は 59科 424種であり，そのうち一年生は 34.4%で 146種，

多年生は 64.9%で 278種であったO

2. 畑地雑草は 45科 259種であり，そのうち一年生は 90種で 34.7%，多年生は

169種で 65.3%であった。種数の多い科はキク科，イネ科，タデ科，ナデシコ

科，マメ科，パラ科，アブラナ科，シソ科，アカネ科およびセリ科であり，こ

れらで全体の 70.3%，キク科およびイネ科の 2科で 35.1%を占めた。

3. 水田雑草は 18科 52種であり，そのうち一年生は 18種で 34.6%，多年生は

34種で 65.4%であった。種数の多い科はカヤツリグサ科であり，全体の 30.8%

を占めた。オモダカ科，イネ科，イグサ科，ウキクサ科およびヒルムシロ科を

含めると，これらで全体の 65.4%を占めた口

4. 田畑共通雑草は 16科 42種であり，多年生は 30種で 71.4%であった o

5. 農耕地全体では 353種が確認でき，そのうち一年生は 120種で 34.0%，多年

生は 233種で 66.0%であった O

6. 家畜有毒植物は 30科 67種であり，そのうち多年生は 55穏で 82.1%であっ

た。

7. 帰化植物は 23科 123穏であり，一年生は 56種で 45.5%，多年生は 67穏で、

54.5%であった。

8. 雑草区分ごとの科@種数については，畑地雑草で 45科，家畜有毒植物で 30

科，全雑草で 59科であった。多年生はどの区分においても多く，全雑草の 65.6%
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を占めた 0

9. 全草種 418種の中で種数の多く含む科は，多い)1頃に列挙するとキク科，イネ

科，タデ科，カヤツリグサ科，アブラナ科，マメ科，ナデシコ科，シソ科，ゴ

マノハグサ科，パラ科，キンポウゲ科，セリ科であった o

10. 本調査から，出現した多様な植物をどう保全していくかが大事である o 当地

域が水田地帯であることから，畑地雑草などは道路沿線や雑木林周縁の緩衝帯

を保全し，草刈りなどの適度の管理を進めるとともに，畑地内およびその周縁

などの除草は農薬のみでなく，人力による除草やメIJ取りなども併用するなどの

方策を立て実施することが求められるであろう。

11.また，水田での絶滅危倶種や湿地性植物などの保全のため，畦畔や水路周縁

においては，農薬による除草のみでなく，手刈りなどの適度な植生管理を実施

する，あるいは，石狩川支流の河畔林三日月湖周縁の草原などを適度に刈取り

管理するなどの実践が求められるであろう。

12. オオハンゴンソウなど勢力旺盛な帰化植物については，抜取りなどによる根

や種子を根絶させ，在来の植物が絶滅しないようにし，健全な生態系を維持す

るよう工夫することが必要であろう。
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表控知南部地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草)

科

キク科
(56f重)

生活型 出 現 雑

A メナモミ包tメチチコクサ司3メナモミ aま土まま aトンキンソウ
ABWAI.1.主主主役歯車税民日 ..t~組渇.fï".アキノノゲシ
WA  υゲシ寸ニノゲシつウプ1)ナ菌効アザミ燭ア!.~.樹立正ミ
ヤクシソザ;平グタピラヨ調オニタビラコ厨ヤプタハコ

革

al::t:治オrョ:事:つ※陽
p ハチシ。ヨウナ回こがナ m オオ，，~ナこがナ銅イワニがナ B~i~~.~.主主:生~.y.}J.;史認車:庁、工γノキツネア

ザトチシマアザミ a 工ソソサワアサミ瞬ハンずンソウ R.:;I.~tl:t)冒オオヨモギ岡アキタプキ a ヤマハ1\:1.. 
シラヤマギク厨工プコマナ胸エプノ3ンギク周号~:t(訟を:ク固アキノキリンソウ a主主l.?'{'王立合図ヒヨド
リハ子園ヨツjピヒヨドリ m 7.7.辺ろ先~)す:'l.1.fi: キヌカYギク鏑オオハンゴウソウ箇ヨプλマソウ硲ノプ
キ霞明白ド1) 鎗訪日記段友生〉知:士ヨヲ1!1~~~定者0: ì.~~f.::す~~J3説。 a センポンヤ1)
J~~ 

キキョウ科 Ip ツJ~ニンジン
ウリ科 /P /'アマチャツソレ箇ミヤマニがウリ
オミナエシ科 /P 1:オトコエシ aオミナエシ
アカネ科 IAmWAIヤエムグラ
(6穣) Ip 1:カワラマッハ~ホソハソヨツ1\"ムゲラサ}~~1¥"ソウ寸オハソヤエムグラ4ツ1¥"ムゲラ
オオバコ科 IP 1.~7.主主任。ヲ寸オ1\":1 aトウオオハコ
ゴマノハグサ科IA トキワハゼ

A" WA  l;'f.:í~/.7.?:リ
WA  はま伐JZ?;ij陶イヌノフクV
P Iクがイソウ

ナス科 A Iイヌホオズキ

シソ科
(10種)

ムラサキ科
ヒルガ才科

P 

A 
WA  
P 
P 
A 
p 

ガガイモ科 Ip 
サクラソウ科 Ip 
セI胤 IWA
(6種 Ip
ウコギ科 Ip 
アカパナ科 Ip 
スミレ科 Ip 
オトギリソウ科 Ip
ブドウ科 Ip 
ツリフネソウ科 IA
トウダイグサ科 IA
カタバミ科 Ip 
フウ日ソウ科 Ip 
マメ科 IA 
(12種 Ip

ハラ科 p 
(12種)

ぃ※

子宇チラョウシψユ銅正之宮枇:自立ウ
ホトケノザ a1!.式日J.~.'.!.?( 1995旬伊東a岩見沢)
イヌ:I"~阻工ソφイヌ:I"~園クルマ，，"ナ m カキドオシ周ウツボゲサ闘ナミキソウ

肱'1.¥リ1ウ
ネナシカス。ラ

;オ官組立，~)，鵠:オ (1995 回伊東 E岩見沢)
4立ヌ錨瓦正11: B オオカモメズJ~
クサレダマmオカトラノオ Eコナスピ
ヤプシゆラミ
J.jι，/..~";ρ 工ソソヨロイグサ餌ウマノミツ1\" Bシャクmミツハ。
ウド
ヤナギラン:i忍\t.~i?:サ闘ミスヲマソウ
工ソソタチツボスミレ窃ツボスミレ隠タチツボスミレ Eスミレ
オトギリソウmトモヱソウ
ノz;L
立!1lネmツ1)7ネソウ
工ノキゲサ剖コニシキソウ回ニシキソウ
工ソψ令子力タ7fg;盟議;ミ
ゲンノジョウヨ也ミツハヲウ口
ヤハスゆソウ
クサフシ。閉会3立ま1J:.2:t.. 主目立~~.'l.t. .タ千オ弓ツゲゲ》ゲ箇~7.ï.士宮ZJ:JPm ヤプマメ包ミヤコゲサ m
ヌスピトハギaツルフシ"，，"カマ租工プノレタj初乃.x.，....・-
キンキズヒキmナガポノシ日ワレモコウaオオダイコンソウ回ダイコンソウ園カラフトダイコンソウm芽立1."1.主主ま
トソウmキジムシ日aミツハ。ツチゲ1)"オニシモツケ四ミツモトソウ-t;lヘビイチゴaへピイチず

アブラナ科
( 11種)

A まの:抗告:ョシ
ん WAI主張奴:t1才※四金銭Jl:三シ

1995年から19鉛年まで採集
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表2-27~霊知南部地方の農業景観における畑地雑草(畑地およびその周縁に発生する雑草) (つづき)
四一一一一一一一一I一一一一一l 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
科

ケシ科

キンポウゲ科
ナデシコ科
(14種)

スベリ

生活型| 出 現 雑

WA I ナズナ\?与え\~仕込~~.t.工ソゅススヲ日aヤマ1¥タザオ
p ヤイヨウワ骨ピ :.(\I~~法記す't(ラシ回イヌガラシ簡をv.ü:(J..，息。
A クサノオウ

WA ムラサキケマン
P 17キカラマツ
A 1J.!).7.'i.t?t寸オ:'i.i'J.笠
んWAIツメクサ四立さぅ:;.\'/l'l~サ
WA I ミミナゲサ m ウシI\Jへ~"I¥Jへ~ミドI}J口へ~括主主主主主税f
p 1:?\'/.~.1.-g;ィβ 寸才ヤマ玖守羽工プフλマ a ナン，，'"ンI\Jへや
Aλヘ。I)tユ
A Izまじユmイヌピユ
A 束粧品¥主主主:ザmシ日ザ回アカザ

タヂ科 A ミチヤナギ:{~笥イ諸~tt:r 園イシミカワ舗タニソ，，~ .ォオネ，，'"妙子イヌタデ a オオイヌタデ B.\I.~~:金品:T
(20種)

イラクサ科
科

p 

P 
A 
p 

アヤメ科 Ip 
科 Ip
イグサ科 Ip 
ツユクサ科 IA 
サトイモ科 Ip 

ヤノネグサ a サナエタヂで'(}.~?子。
ヒメスイJV園芸•. 'lJ.王立主主因tJJ."'，.¥者:主主:シ冒路ノダイオウ
可ヲジ。口事子。
工ソφイラクサmムカJ'イラクサ四アカソaクサコアカソ
l:!t* 
的1¥ナソウ
ノハナショウプ回アヤメ
立計ホウシャクソウmキシ。カクシ
スλヲノヤ1)
ツユクサ
カラスピシャク(1995留岩見沢)
ピ日ウドスゲ aアオスゲ

掴ミスモキmオオイタドリaイタトV笥

カヤツリグサ科Ip
イネ科 IA 
(35種)

ニワホコリ mオオニワホヨ1)Dヌカキピ淘イヌピ工 m工ノコ口ゲサ mムラサキ工ノコ自クサ斗ン工ノコ日園アキノエ
ノコ口ゲサmメヒシ，，'"回アキメヒシ，，'"

ん WAIAA.;(ノカタピラ
WA  Iネズミムギ
ρ [~i):kやノゲシ，，'"ムヂ m オオウシノケγサ叱日ハノ立シノ位。7.:サ冨カモカト劫，... ~~7.。空包ヌまず

日:枕ヂ可珂zザ~!)}.~#~~.. :7.'-~ジヨ親~l.tt :7.p.~~披:!t:主主るみ:4lf:椛~.?.材7
ワ力。工リ園イワノがリアス園ヤマアワ窃 λスキ B キツネガヤ贋ウシノケゲサ m ヨシノネズミがヤ箇主イ~~?.

トクサ科 IP 
ハナワラピ科 Ip 
イノモトソウ手ヰ Ip 

~~~話:カ a イチゴツナギ鴨オオネズミガヤ
イヌスギナ叫堂嘩;土鍋
工ソヲユノハナワラビ

:家畜有毒植物，………回目:帰化植物
b)A:一年生、 A.WA:一年生または越年一年生、 WA:越年一年生、 p:
c)~:希少帰化植物
d)※:栽培植物が野生化したものと思われるもの
注2)表の中に恭した雑草は高等植物(革本)及び羊歯植物に限定した

合計 45科 25告種

注3)工ゾスズシ口iま在来種、コアカザiま帰化植物とした。また、アオゲイトウId:アオピ、ユと表恭した。
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表2-28空知南部地方の農業景観における水田 (71<闇，自主畔および水路闇縁に発生する雑草)

科 |生活型

キキョウ科 Ip 恒正ム之口
%グサ科IA アゼナ町オオアプノメ
p キクモ脇工ソゅノカワヂφシャ

アカパナ科 IA チョウシラデ
ミソハギ科 IA キカシゲサ
芸ゾハコベ科 IA ミプハヨヘゆ

A ミスハコへ
ん WAI効 φラシ
p 工ソソ1)ュウキンカ

出 現 雑

イグサ科 ¥P 11¥1)コウカイセキショか好坊がイゼキショウ御坊がイゼキショウ
ミズアオイ科 IA ミス。アオイ園ヨナギ
ホシクサ科 Ip 七日ハイヌノヒゲ
ウキクサ科 IA ウキクサmアオウキクトユウキクサ
カヤツリグサ科 IA ホタJ~イ回ヒメホタJ~{ D /¥1)イ臨タマがヤツ1)mウシクゲmカヤツリグサ

革

(16種) IP 工ソアフラカヤ aアイハソウ殴ク日アプラカヤ銅烈1¥1)イサンカクイ鴎ヒメククイウソ飽ミズガヤツ1).. 

イネ科

オモダカ科
ヒルムシ口科
ミクリ科
ガマ科
トクサ科

ク日ハ1)イ幽マツ1¥1
A タイヌピ工Bケイヌピ工
AmWAIカズノコゲサ
P 工プノサヤヌカゲザ
P ヘラオモダカ歯サシ守モダかオモダカ.，ギナシ隠ウリカワ
P ヒ}~ムシ日 m ホソハヒJ~ムシ口 a ホソハミズヒキモ
p タマミク1)Bミクリ
p カマ
p ミズドクサ
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盟知南部地方の農業景観における

科 |生活型| 出 現 雑

キク科 IA タウコキ m工プノタウコギmトキンソウ
¥グサ科Ip ミソゅホオズキmオオハミソ。ホオズキ

シソ科(7種) Ip 工ソシ日ネ箇訪日ネ銅シ時開ヒメシ琳 D!J2童図tメナミキ飽
ムラサキ科 IA 1 1\ナイI\~t

セ1)科
ミナ科

ミソハギ科

p I.?~k士!l:t
p セ1)寸オチドメ
p イワアカ".ナ留アカ，，~t

p 工プミソハギ
p ネコノメソウ
A"WAIスカシタJ";fウ
WA  IタネツケI¥"t
p オオJピタネツケ1¥"ナ

キンポウゲ科 Ip キヴネノポタン E1¥イキンホ。ウゲ
タヂ科 IA ミソソ1¥9アキノウナギツカミ盟主土玉野や
イラクサ科 IA アオミλφ
イグサ科 Ip イ障りイ図クサイ
カヤツリグサ科Ip ウスイ日スゲ包オオカワズスゲ
イネ科 IA スズメノテッホ。ウEケイヌピエ

p It臼1¥ノドショウツナギmドシ。ョウツナギ4シaツルヨシ寵マコモ
オシダ科 P 
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科 生活型

キキョウ科 IP 
ハヱドクソウ科 Ip
¥グサ科Ip

ナス科 IP 
セリ科 IP 
トウダイグサ科Ip
カタバミ科 IP 
ケシ科 IP 
キンポウゲ科 Ip 
Fゴボウ科 Ip 

aドクダミ科 Ip 
アヤメ科 i伊
ニ11)科 IP
サトイモ科 Ip 
イネ科 IP 
オシダ科 Ip 

ツリがネニングン aザワギキョウ
ハエドクソウ
どま圏全日哀楽

出 現

オオマ)~，，~ノ*日シ冒ヨウシュチョウセンアサガオ
ドクゼリ
ノウ)~シ
コミヤマカタハミ
工ソ工ンザク aエプキケすン

植

)~イヨウショウマ陶工ソ下1)カプト図ニリンソウ園フクグュソウ筒カラマツソウ
|主回:品:カ:;J~ø~'孟宝ね:古ウ
ドクダミ
告詞担保

物

工ンレイソウ a シ日，，~ナノ工ンレイソウ m オわピナノ工ンレイソウ.".イケイソウ
コウライテンナンショウ箇ミズ，，'ショウ mザゼンソウ
.~:2ム寺。
オシダ

合計 30科 67種
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さ霊知南部地方の農業景観における婦化植物

A 17~~クサヴメl)tJセンダンゲ4
AaWAIトゲチシャ周舛チチコゲサ

p セイヨウノコギ1)ソウ a セイタカアワダチソウ a l\ナガサキ。ク魁ネI\~I))ギク咋クニガナ※園 I\}Vジオン
¥グサ科IA ツタ1¥+ウンラン

AmWAIマツ1¥+ウンランム(19宮6"
WA  Iピ口一ドモウズイかモウズイカム(1995"伊東 m岩見沢市)
p 1*ソハ乃ンラン

ムラサキ科 IA ノハラムラサキ
アオイ科 IP シψヤコウアオイ
トウダイグサ科Ip マツJピトウダイ
マメ科 IA 1]シナカワハキ mコメツフツメクサ Eクスダマツメクサ
(6種 IWA Iシナ約ハギウ日，，+tシナ的ハギ

p セイヨウミヤコゲサ
バラ科 IP オオヘピイチず
ベンケイソウ科Ip ツ)Vマンネンゲサ

A Itメアマナズナ aイヌカキネガラシ
WA Iマメゲンハイナズナ aゲン，，+イナλφナ
A ツキミセンノソウ
WA ムシト1)ナテシコ
p シラタマソウ
A ウラ~.日アカザ
A カナiトクサヨシ
A.WAIウマノチャヒキ
WA Iマカラスムギ
p コスズメノチャ昨寸ニウシノケゲサ園駅/ノゲムギ.6.(1995閥伊東 a岩見沢市)

科

一

)
科
撞
ク
ー
キ
け

アカザ科
イネ科
(7種)

、‘，，，・i-i 
・1 に生えるもの

イ)家審有護憲植物(第4~受)
口)それ以外のもの(下記)

現植物

5科 6種
12科 42種

生活型 出

告95-伊東a岩見沢市)

合計 23科 123種
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2-6. 根室中部地方の農業景観における植物種多様性

2-6-1.緒論

根室中部地方(根室管内一標津町，中標津町 別海町)は根室管内中央部に位置

し，北方領土である国後島を根室海峡に控え，漁業@水産業を基幹産業とする根

室市および羅臼町を除いて，根釘"台地に形成された園内有数の酪農地帯であり，

わが国最東端の農業地域である。当地域は北緯 43.30 ~ 44.60 東経 144.60 ~ 

145.4
0

に位置し，太平洋倶IJ東部北海道型気候区に属している O 根室市の年平均気

温は 6.2
0

C，年平均降水量は 982.5mmであり，北海道の中ではきわめて冷涼な地

域であり，加えて小雪なため冬季開の土壌凍結の深度が深く，春季の牧草の萌芽

や緑化が始まるのが 5月中旬以降である。

当地域の中心地である中標津町の畑作地はわずか 0.12万 ha(甜菜 0.02万 ha，

馬鈴薯 0.1万 ha，1997年度作付け実績)であり，また管内の青刈飼料用玉濁黍の

作付けは 0.03万 haと少なく，乳牛飼育を主とする管内の牧草地は 10.8万 haと

全耕地面積の実に 98.4%を占めるという，全国でも極めて特徴的な草地酪農地帯

である。

当地域には標津川や西別}11が台地を潤し，根室海峡に注いでおり，また，開拓

期から残されたカシワやミズナラなど広葉樹を主とする耕地防風林やカラマツ防

風林が規則正しく農地を区画し，特有な農業景観を呈している o

北海道作物統計(農林水産省北海道統計事務所， 1998)および北海道林業統計(北

海道水産林部， 1998)によれば，根室中部地方の土地面積は 26.3万 ha，森林は

41.5%，農耕地は 38.1%である o農耕地面積は 10.0万haであり，普通畑は1.7%，

牧草地は 98.3%となっており，作付け別に見ると畑作物 0.1万 ha，牧草 9.8万

haである O

北海道の牧草地においては，酒井博ら(1979)が牧草および雑草の種の結びつき

に基礎をおいた植物社会学的な商から解析を行い，牧草地雑草群落の動態につい

てまとめ各種群落の特徴を明らかにしたが，当地方の農業生態系や農業景観にお

ける植物種(雑草種)をまとめた文献は見られず，また，家畜有毒植物およびこの
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地方でも年々増加の傾向にあると考えられる帰化植物の種数に関する調査報告も

少ない。また，近年の植物種の多様性保全からも，当地域の農業景観における植

物種の調査研究の意義は大きい。

根室管内は，サカイツツジ，ヤチカンバ チシマザクラ ネムロブシダマなど

が自生しており(粟野武夫 1994)，平地で見られる。また，エゾサンザシやクロミ

サンザシが牧草地周辺の雑木林に見られる。また，ベニバナヤマシャクヤク，シ

コタンタンポポやクロユリなどが路傍や草原に希少ながらも観察することができ，

根室中部地域の農業景観を構成している O

本研究は，今までの十勝，上川，日高，網走，空知各地での調査研究を踏まえ，

根室中部地方の農業景観における植物種を調べ，当地方の植物種多様性の特徴を

明らかにし，その保全について検討するために行った O

2圃6・2. 調査対象および方法

調査対象地域は根室管内中部地方 3町とし， 1997年から 1999年にわたって，

農業景観における植物種の発生動態を調べた。

調査対象は農耕地である畑地@草地およびその周縁に生育する雑草，また農耕

地のほか路傍，河川!域などに生育する家畜有毒植物および帰化植物とした。

調査は 5月から 10月までの植物生育期間に，徒歩による踏査により濃密な採

集作業を行い，種子植物およびシダ植物について集めたすべての植物をさく葉標

本にして同定を行った。

植物の同定および植物目録の作成にあたって，大井(1975; 1978)，回)11(1965) 

に拠った。これらの文献に記載のない植物については木村ら(1967;1966; 1967)， 

牧野(1966)，岡本(1967)に拠り，更に帰化植物については長田(1970; 1974)，家

畜有毒植物については宮本ら(1942)に準拠し，対象植物はそれぞれ草本に限定し

た。また，根室の植物については粟野(1994)を参照した。種数の算出に当たって

は，亜種，変種も便宜上 1種と数えた。

植物目録の作成については，農耕地雑草として，草地，畑地およびその周縁に

出現する雑草として表 2・33に示した。本地域では水稲栽培がなされていないこ
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とから湿地雑草については調査対象から外した。家音有毒植物は表 2幽34に，帰

化植物については表 2-35にそれぞれ示した。また雑草区分ごとの科@種数を表

2・36に示した O

2-6-3. 結果および考察

本研究において採集し同定した植物は 47科 300種であった。一年生は 41種，

~ .越年生は 14種，越年生は 25種，多年生は 219種であった。全植物の中でー@

越年生，越年生を含む一年生(以下向じ)は 27.0%，多年生は 73.00/0であった。

農耕地においては 44科 254種の雑草が確認できた(表 2-33)。そのうち一年生

は 74種で 29.1%，多年生は 180種で 70.9%であった。

農耕地で種数の多い科としてはキク科(58種)，イネ科(30種)，タデ科(19種)， 

ナデシコ科(16種)，シソ科(12種)，アブラナ科(11種) パラ科(11種)，マメ科(9

種)，セリ科(6種)であり，これら 172種で全体の 67.7%を占めた。またキク科が

22.8%，イネ科が 11.8%であり これら 2科で全体の 34.6%を占めた。このよう

に牧草地およびその周縁の雑草としてはキク科およびイネ科植物が多かった。ま

た多年生が一年生を大きく上回っていたD

このことは，十勝地方，上)11地方，日高地方，網走地方および空知地方と同じ

傾向であり，特に当地方では多年生が圧倒的に多く 7割以上を占めた。また，農

耕地のほとんどが牧草栽培地であることもあって，雑草を含む全植物種は他の地

域に比べ少なかった。

以上の特徴について考察すると，根室地方は北海道の中でも冬季聞は厳寒であ

り， しかも夏季聞は冷涼の地であることから，生育する植物種も比較的少ないの

ではなし、かと考えられる。また，酪農を基幹とする農業活動における牧草栽培は，

ゆきとどいた栽培管理を行う畑作物栽培(広)11，1969)と異なり，粗放的な栽培管

理に耐えられることから，草地やその周縁には多年生植物が多く生育するのでは

なし、かと考えられる。

また，キク科とイネ科植物が圧倒的多いことは，他の地方と同様な傾向である

が，イネ科やマメ科の牧草が逸出し草地周縁に多く見られるという特徴も明らか
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になったD

本調査では湿地の植物は対象に入れていないが，今後，この地域での湿地性植

物の発生動態を調べることも，総合的な植物種を保全する上から必要となってく

るであろう。

次に家畜有毒植物は 22科 53種(表 2咽34)であり，そのうち多年草は 45種で全

体の 84.9%と多かった。また，帰化植物は 22科 96種(表 2-35)であり，一年生は

40種で 41.7%，多年生は 56種で 58.3%であったD 全雑草中に占める帰化植物は

32.0%と高かったO

このように当地域では全植物種が少なかったことに加え，帰化植物種が多いと

いうことは，これからの植物種多様性の保全を考える上で見逃せない植物種出現

の実態であろうと思われる。

雑草区分ごとの科@種数については表 2・36に示した。草地@畑地雑草では 44

科 254穏，全雑草で 47科 300種であった。多年生はどの区分においても多く，

全雑草の 73.0%)を占めた口この割合は上)1¥北部地方の 70.20/0よりも高かった。

本調査で確認した全雑草 300種の中で種数を多く含む科を列挙すると，キク科

(62種)，イネ科(31種)，タデ科(19種)，ナデシコ科(19種)，アブラナ科(13種)， 

バラ科(12種)，シソ科(12種)，マメ科(11種)，キンポウゲ科(10)，ユリ科(9)， セ

リ科(7種)，ゴ、マノハグサ科(7種)であった この中にキンポウゲ科やユリ科が含

まれるということも，他の地方とは異なる根室地方の生態系の特徴かと思われる。

以上の植物種の多様性の保全を考えるに，当地域においては，中標津町を除け

ば牧草栽培が農作物のすべてであることから， しかも除草剤や殺虫剤などの農薬

使用がほとんどなされておらず，畑地内そのものが生物多様性の保全を図る上で

極めて好都合であると考えられる。

森林の農地化や基盤整備，河川流域の護岸整備や道路整備などの事業，大型機

械の導入等を除いては，当地域の農業にはいわゆる高度経済成長期以前の北海道

の農業を努需とさせられるものがある O しかしながら，乳牛等家畜の飼育頭数の

増加からの糞尿処理の問題，特に糞尿の河川流域への流入問題は他の地域以上の

環境問題としてその対応が迫られている。
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杉浦(2006)は野生生物の生息地としての草地について，次のように述べている。

「日本の草地には絶滅危倶種の 13.5%が生息しており，環境への貢献を果たして

いる。人工的に形成された二次的な自然である農地は，そこに生息する野生生物

を含む生態系を保全する機能がある o そこで，鳥類の雛がかえり自立して育つよ

うに牧草の刈り取り時期を調節するんまた家畜の放牧は多くの鳥類の巣や幼

鳥を踏みつぶすなどの悪影響があるj と指摘している。

このことについては，農業という経済活動を進める中では，極めて困難の伴う

課題であろうと思われる口根室地方が気象条件に適合する草地酪農が今後とも進

められるという観点から，鴨川ら(2006)が述べているように 鳥類の多様性を高

めるには，樹林地を取り巻く空間における環境の状況を緩和する必要があるであ

ろう。例えば中標津町を中心とする農業地帯ではカラマツのほかカシワなどの広

葉樹を主とする広大な耕地防風林が形成されている。このような樹林地と草地の

間の緩衝帯や道路周辺や河川域の緩衝帯を，刈取りなどの適度な人工的管理を行

うことによって，植物種の多様性保全を維持し鳥類の保全を行うことが可能であ

るものと考えられる。

2-6-4. 要約

1997年から 1999まで根室中部地方の農業景観における植物種を調査し，以下

の結果を得た 0

1.同定した全植物種は 47科 300穏であり，そのうち一年生は 27.0%で 81種，

多年生は 73.0%で 219種であった。

2. 畑地を含む牧草地(農耕地)の雑草は 44科 254種であり，そのうち一年生は

74種で 29.10/0，多年生は 180種で 70.90/0であった。種数の多い科はキク科，

イネ科，タデ科，ナデシコ科，シソ科，アブラナ科，パラ科，マメ科，セリ科

であった O キク科およびイネ科の 2科で全体の 34.6%を占めた。

3. 家畜有毒植物は 22科 53種であり，そのうち多年生は 45種で 84.9%であっ

た0

4.帰化植物は 22科 96種であり，一年生は 40種で 41.7%，多年生は 56種で 58.3%
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であった。全雑草中に占める帰化植物の割合は 32.0%であった。

5.雑草区分ごとの科@種数については p 草地@畑地雑草では 44科，全雑草で 47

科であった。多年生はどの区分においても多く 全雑草の 73.0%を占めた。こ

の割合は上川北部地方の 70.2%よりも高かった。

6. 全草種 300種の中で種数の多く含む科は，多い)1慎に列挙するとキク科，イネ

科，タデ科，ナデシコ科，アブラナ科，パラ科，シソ科，マメ科，キンポウゲ

科，ユリ科，セリ科，ゴマノハグサ科であったO キンポウゲ科およびユリ科に

ついては，他の地域には多くは見られなかったことから，根室地域における農

業生態系の特徴かと思われる。

7. 草地を主作物とする当地域の特性から，草地の適時の刈取りにより，希少な

植物種などの保全や鳥類の保全に貢献することができるものと考えられる o

8. 当地方に形成されたカラマツやカシワなどの広葉樹による耕地防風林と草地

の間の緩衝市，河川流域や道路周辺の緩衝帯などを作業時期に留意し，適度の

刈取りを実施することにより，植物種や鳥類の保全が図られるものと考えられ

る。
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表2-33根窒中部地方の農業費観における畑地雑草(草地図畑地およびその周縁に発生する雑草)

j藍地性雑草iま除、く

A ヒメチチコゲト葬品長~;l:i.h抄 Eシカギクサウコギ:1主主総長:7.(1998園伊東中標津町)
AuWAli君主:~~v.:おï.k卦清:脱線泊討アキノノゲシ
WA ノゲシ幽投手法:シ開3ウプ1)ナm.l.f.!l樹立党主
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WA  I式会ββ.f9
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A ナギナタコウシ瓦:t.~3.於:~.;Iソウ
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A 生!).~仕方:7.~
ん WAI，剖訪刀:コ戸働拙主主:設置スカシタゴボウ
WA  Iナ拭λズ*子干ナト旬ぶ辺泌}ピ::i仕才;...:tナ8.1
p L'セイヨウワサピ飽{丹ω}}止kは設:去主鴎笠叉羽抱:2シ爾主k!~ゴ紹~.~... 7.土
A o亨l7jザ…

雑現出生活型手ヰ

キク科
(58*重)

-~!.ぷ:ョオ;ン闇ョ:毒:ヵ※爾ヤクシソウ調

p 

A
 

P

P
門「

p
w
p
p
p
p
p
p
A
p
p
p

P 

キキョウ科
ウ1)科

ムラサキ科
ヒルガオ科
ガガイ宅科
サクラソウ科
セ1)科
(6種)
ウコギ科
ミナ科

ミソハギ科
スミレ科
オトギリソウ科
ツリフネソウ科
ミミ科
目ソウ科
マメ科
(9撞)

バラ科
( 11種)
アブラナ科

( 11議)

アカネ科

ナス科
シソ科
(12種)

ケシ科
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表2-33摂室中部地方の農業景観における畑地雑草(草地 a畑地およびその周縁に発生する雑草)

湿地性雑草{ま除く(つづき)

手ヰ

P rガヲハナソウ
アヤメ科 Ip ノハナショウプmアヤメ園ヒオウギアヤメ
ニLリ科 Ip 1.6ムヰン組ホウチャクソウ湿りイズイ園工γスカシユ1)園キジカクシ
イグサ科 Ipλス。メノヤ1).イmクサイ
ツユクサ科 IA ツユクサ
カヤツワグサ科Ip オオカワズスゲ
イネ科 IA イヌピ工飼工ノコ日ゲサ園アキエノコ的φサmムラサキエノコ口ゲサaキン工/コ日mアキメヒシ1¥.
(30謹 IA-WAIススツノカタピラ

p iktkム:F-!.!(シハ冶ギ図的ムt.~m.i:才女なノゲ互支盟主目。クぷJ土:2:トオミウシノゲゲサ図
力主的;品:{:;~':.fi討.?1.'Ï，ョ:立土庁~ォオネスミ力子闘コウボウ mセゴヨ立投出;~.5:ï)jk.h:.1， m 
之立ヨシ:ヨ劫7.:チ2日認抑:!ts 主主ób."!:!.î:~主;71オオ:l.~身辺，，1) 扇イワノが1)ヤス固ヤマアワ岡
ススキ簡ウシノケゲサ固ヨシ
イヌスギナ並立図.
工ソヲユノハナワラピ
ワラヒ
訪平ワラビ

キンポウゲ科
ナデシコ科
(16種)

スベリ
ヒニL科
アカザ科

タヂ科
(1 9手重)

イラクサ科
クワ科

トクサ科 IP 
ハナワラピ科 Ip 

科 IP
P オシダ科

生活型i 出 現 雑 草

WA ムラサキケマン
p アキカラマツ aキツネノホヲン包

A l!.{~~t~!.7.:'t:オ法制2芳
AmWAIツメクザ Eウ古本合:;:'JJ:!1:t
WA  Iミミナゲサ Eウシ1¥:)へ-1¥:)ヘ~ミドリ":)ヘ..s.tf7.7. ~.ïh ï.l):I，はう1設立主主主主t?:t ø ノミノフスマ
p 13.司立五五主主1.:1.ケフシゲ日寸才ヤマフスマサガ，，"ツメクサm工プノカワラナデシコ
A スへやリヒユ(希少)
A 

A

A

P

 

寄生全先:諜-.:;JZ1.lず国シ口ザ繍アカザ:知之:RZ岩君。
ミチヤナギ ..~~i~t.:\:，土:f sイシミカワ四タニソ，，"eイヌタ干寸オイヌタ干オオ立Zt※閤山):おま
製品:M'"..旦't!.ま:羽':~瞬胡kfkま〉正法;主砲ノダイオウ回ミスモキ鋼材イタト iJ. ウラ
iγ日骨子。mミソソ1¥"oオオミプソ，，'.アキノウナギツカミ
工ソφイラクサmホソ，，"イラクサ函ムカコ。イラクサ厨アカソ箇アオミズ
※ 

P 

A 

合計 44科 254種

a)--- 家畜有毒植物，……帰化礎物
b)A:一年生、A回WA:一四年生または越年一年生、WA:越年一年生、 P:
c)ム:肴少帰化植物
d)※:栽培植物が野生化したものと思われるもの
注2)表の中に示した雑草は高等植物(革本)及び羊歯植物に限定した
注3)エゾスズシ口はそE来種、コアカザは帰化植物とした。また、アオゲイトウはアオピユと表恭した。

98 



中部地方の農業景観における家畜有轟植物

の(下記)

物

ツリがネニンシツ回サワギキョウ
オオマJ~/ピノホ口シ m旦校~T.~官主主Z劫:ォ
ドクゼリ
コミヤマカタハヨ
ハマ工ンドウ
工ソ工ンJ"ij-ク鐙工プキケマン隠ツ}~=tケマン
J~イヨウショウマ m 工γト1)カプト図ウスハ下1)カプト臨二リンソウ箇フクグュソウ mカラマツソウ周工プノレイ
シやンソウ

全土ヨカ~t※
工ンレイソウ aシ口Jピナノエンレイソウ圏オオ/，"ナノエンレイソウ Q，，"イケイソウ
コウライナンテンショウ贋ミスハラョウ箇ザゼンソウ
オシダ

植現出生活型

p
p
p
p
p
p
p
 
p
p
p
p・-

-叶斗・

4
京
q
E

等専言ウ科
ナス科
セ1)科
カタバミ科
マメ科
ケシ科
キンポウゲ科
(7謹)
アヤメ科

科
サトイそ科

オシダ科

側樹園副瞬間留

合計 22種 53種
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科

キク科

根室中部地方の農業景観における帰化植物
16科一一一一っすて南高王.l..，， 1 &...J .一品同

生活型 出 現

WA  I/\}~ジオンム (1988s伊東置中標津町)

ヰ如

2科 2種
12科 201重

p セイヨウノコキリソウ 81¥ナガサキク穆フキタンホホ.6(1998"~宇野包中標津町)
\グサ科 Ip ツタI\~ウンラン※園料I\~ウンラン

ムラサキ科 IAmWAIノハラムラサキ
ヒルガオ科 Ip アメリカネナシカズラ

A イチピ来A
p ジャコウアオイム

トウダイグサ科 Ip マッハ。トウダイ
マメ科 IA クスダマツメクサ
バう科 ¥P オオヘピイチヨφ

ナデシコ科

イネ科

科 !P ツJV~ンネンゲサ
ん WAI:(ウダソウ※
p オランダガラシ
A ツキミセンノソウ
WA  !ムシト1)ナデシヨ
p シラタマソウ
p ホソノゲムギ

合計科 96種
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中部地方の農業経過にお 臨 Jとの科 m種数

分 科数
越年生 計

草地回畑地雑草 44 23 180 254 

家畜有毒植物 22 3 45 53 

帰化植物 22 13 56 96 

全雑草 47 25 219 300 
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2-7. 北海道の農業景観における植物種多様性に関する考察

(第 2章のまとめ)

本研究において，北海道内の道南地方を除く①十勝地方，②上川北部地方，③

日高地方，④網走東部地方，⑤空知南部地方および⑥根室地方の， 6農業地域で，

農業景観における植物種多様性調査を行った。調査した 6地区の中心地の位置を

図 2幽1~こ示し，それぞれの調査域範囲の概図を図 2-2(1~6)に示した。各調査地区

における市町村名は近年の合併による新しい名称ではなく調査当時のものとした。

現在地球上には 1，300万から 1，400万種あるいはそれ以上の生物が生息してい

るといわれている(上杉， 1996)。これらの生物が多様な生態系を形成し，人間生

活に様々な恵みをもたらしている。日本列島に自生する高等植物は 10，000穏に

近く，そのうち 2 ，000~3，000種という豊富な固有種が生育している(笠原， 1951)。

舘脇(1940)は北海道の植物相について，石狩低地帯を境として大きく 2分し，

この地帯より北東部の地域は南樺太や南千島に類似した植物相，また西南部を本

州北部地域と共通した植物相の見られる地域と定めた。更に，その西南部を黒松

内低地帯以南のブナ北限地域とブナの生育しない北部地域に区分した(塩川ら，

1968)。

本研究における農業景観 6地域は，上記の石狩低地帯より北東部に位置するこ

とから，道内でも冷涼な気候区に属し，北方系植物種の分布を示す北海道北東部

の地域に含まれる o それぞれ地域ごとに植物採集によりさく葉標本を作成し，植

物種を同定し，作成した植物目録により種数や植物区ごとの科@種数をまとめた。

生態学では科学的なデータとして採集地や採集日などを記載した生物標本が物

的証拠として重要な役割を果たす(京都大学総合博物館@京都大学生態学研究セン

ター， 2007)ことの視点にたち，本研究では植物標本データによる農業景観にお

ける植物種の多様性とその保全について考究した。

また，上川北部地方および日高地方においては，耕地に侵入した植物(笠原，

1976)である農業依存種植物(雑草)(日鷹， 2006)の分布を調べ，全出現数に対する

帰化植物の割合を算出した。
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調査結果から，調査地 6か所の植物区分ごとの科@種数をまとめ表 2開37に示

した。各地域の植物種の合計から平均値を整数で求めた結果，全植物については，

科数で 59科，種数では 394種であった。また，一年生(越年生を含む，以下同様)

は34.5%，多年生は 65.5%であったO 多年生についてはどの地域でも一年生より

多く出現した。

これらを植物区分ごとに算出した平均値で比較すると，畑地雑草(畑地周縁を含

む)では科数で 44科，種数は 245穏であった。そのうち一年生は 34.1%，多年生

65.9%であった o水田雑草(畦畔を含む)では，科数で 19科，種数は 53種であり，

一年生は 34.6%，多年生は 65.4%であった。田畑共通雑草では，科数で 15科，

種数は 38種であり，一年生は 30.7%，多年生は 69.3%であった。このように耕

地雑草のどの区分においても多年生が 65%以上を占めていた。

以上の 6農業地域における植物種の多様性調査から，北海道の農業景観におけ

る植物種の特徴を明らかにすることができた。

人間の食糧である作物を栽培する農業は，自給自足から発展し現代農業までの

長い歴史の中で、まさしく雑草との戦いであった。近年では 農耕地で生産が上

がるよう，健全に作物を育てるために選択性の高い除草剤が開発され使用されて

きた(伊藤， 2003)，あるいは農業機械化が進みカルチベーターと除草剤の併用に

よる除草体系が導入されたO こうした農業技術の進展は農業者の労働の質的転換

を図るとともに，農業生産の飛躍的な増加をもたらした。しかし，このような農

業の発展は生物多様性を維持するのとは反対の動きでもあることから，これから

は環境保全型農業の視点に立ち，生物多様性の維持を図るためにも，農業生産と

雑草の共存が求められている(前， 2007)。

生態系の管理は「健全な生態系の持続j と「生物多様性の保全J(鷲谷ら， 2001) 

という相互に関わる社会的な課題でもある。里山，ため池，水田のある回国風景

は日本人の心の原風景であり，私たちに心の安らぎを与えてくれる(浜島， 2005)。

また，日本の農村は生き物の宝庫であり(近藤， 2005)，稲作の歴史とともに現在

までの 2，000年の間にたくさんの生き物の生活を支えてきた。ここに農業の生物

多様性維持の根拠があると考えられる o
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本研究では，アギナシ，イトモ オオアブノメ，タヌキモ，タマミクリ，ミク

リ，エゾミクリ，ミズアオイなど多様な絶滅危倶種も観察された。また，水田で

はカヤツリグサ科やイグサ科など湿地性の植物も多種みられたが，これらは 1970

年以降のわが国の水稲作付面積の縮小など，減反政策による転作により水田が乾

田化される中にあってこそ，水田，周縁の畦畔や水路をはじめ現存する湿地帯を

維持し，種の多様性保全を図っていくことが大切であろうと考える o

また，家畜有毒植物では科数で 28科，種数で 65種を農業景観の中で明らかに

した。それらの中で一年生は 18.9%であり，多年生は 81.1%であった。ここでも

圧倒的に多年生が多かった。家畜有毒植物〈畜産技術協会， 2，000)については，全

調査地域で多様な植物種が出現しており，家畜の健康に及ぼす影響の実態やその

駆除等の対策については畜産振興上きわめて重要である O 今後とも農業景観にお

ける家畜有毒植物としての位置づけを明らかにしていく必要があろう O また，家

音放牧衛生上の重要な課題として，有毒植物の区別ができるよう啓蒙活動を行う

ことが重要(畜産技術協会， 2，000)である o もちろん，家畜に有害な植物といえど

も生物多様性を構成している生物の一つであるという認識を深め，これからはそ

の保全にも配慮、してし、かなければならないであろう O

帰化植物では科数で 24科，種数で 120種が出現したO それらの中で一年生は

45.3%，多年生は 54.7%と多年生が多いもののその差は僅かであった。

最近の，我が国の農耕地に外来の強害植物が侵入@蔓延し，農業畜産業の基盤

を脅かす状況も見られている(畜産技術協会， 1994)ことからも，例えば外来生物

法(長田， 2005)に指定されているオオハンゴンソウなどの勢力旺盛な強害植物に

ついては抜き取りなどによる駆除も必要であろう。しかし，帰化植物種がすべて

生態系を撹乱しているわけではないということを認識し，希少な在来種の保全と

ともに総合的な植物種の保全の在り方を考えていかなければならないであろう。

本調査において道内 6地域で出現した全雑草に占める多年生の割合は 63.2%か

ら73.0%の範囲であった。

耕地雑草分布における出現の多い種を表 2-38に示した。耕地内に発生する雑

草の中には，近年帰化植物の増加が進んではいるが，これらは農業古来の依存植
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物である o 上川北部地方， 日高地方ともに多様な植物がみられた。特に共通して

多かったものには，セイヨウタンポポ，エゾノギシギシ，シロザ，ハコベ，イヌ

ピエ，オオヨモギなどがあった。このような耕地内に出現した植物は，道内各地

域によって若干異なる(渡辺ら， 1965)ものの，道内いたるところの畑地に発生す

る雑草である。また，出現の少ない種を表 2司39に示したO これらは出現頻度の

合計が 1以下であり，上川北部地方ではミミナグサ，キツネノボタン，キンエノ

コロなどが，日高地方ではエゾイヌゴマ，シラヤマギク 9 ユウゼンギクなどが出

現した。これら出現の少ない植物は畑地周縁などに野草として生育しているもの

もあった。また，出現頻度の少ない植物の中にはノラニンジン，フランスギク，

ユウゼンギクなどの帰化植物が含まれていた。

このように，農耕地内に出現する雑草には出現頻度の高いものも低いものもあ

り，多様な植物が観察された。これらを農業の生産活動とともにし1かに保全して

いくかが，これからの農業に問われている課題であろう O

本研究における北海道 6地域の農業景観の植物種で多く含む科を表 2幽40に示

した。各地域共通して多い科はキク科，イネ科，タデ科 アブラナ科，ナデシコ

科，マメ科，キンポウゲ科，シソ科であった。その中では特にキク科とイネ科が

多かった。また，根室中部を除いてカヤツリグサ科はどの地域でも水田などの湿

地で多く見られた O

6地域における帰化植物は，畑地およびその周縁や農耕地以外においても多様

な種が見られた。農耕地内では一般に多年生に比べ一年生雑草が多くみられるが，

本調査でもそのことを明らかにすることができた。一年生雑草は農耕地以外では

勢力が劣り，出現が少ない傾向にあることから，実際の保全を考える場合には，

畑地問に緩衝帯を設けることにより草原を形成し，刈取りなど適時に植生管理を

実施することにより，種の多様性を維持することが可能であると思われる o

これら 6地域の全雑草種の特徴を表 2幽41により考察すると，十勝地方， 日高

地方，網走東部地方，空知南部地方とも 400種を越える植物種多様性が見られた

が，根室中部地方では湿地性植物を割愛したとはいえ 上川北部地方および根室

中部地方においては ともに種数が少なく 300種から 326種であった。このこと
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lま9 酒場内では管理状況により地域差があるものと思われるが，関場周縁やその

他の農業空間などでは，例えば上J11北部地方や根室中部地方では他の地域に比べ

年間の平均気温が低いことや，厳寒な冬季開の気温の累積などが影響しているの

ではないかと思われる o また，帰化植物の出現割合は日高地方で 33.0%，根室地

方 32.0%と他の地域よりわずかながら高かった。

また，畑地雑草における多年生の占める割合を表 2・37から算出すると，十勝

地方では 59.8%であったのに対し，上川北部地方，日高地方，網走東部地方，空

知南部地方では 65.3%ないし 66.9%であり，更に根室中部地方では 70.9%であ

った。このような比率差については，例えば十勝地方においては機械化栽培の進

行が進んでいることや根室中部地方では牧草を主体とする粗放的な農地利用が行

われていることなどの違いが影響しているのではなし、かと考えられる。

また，各地域それぞれに，例えば十勝地方および網走東部地方の畑作@酪農地

帯，日高地方の軽種馬地帯，空知南部地方の水稲地帯，上川北部の水稲を中心と

した畑作@酪農混同地帯，根室中部の純酪農地帯など，農業の経営形態や栽培管

理形態の違いが種や雑草繁殖の仕方の微妙な差につながっているのではなし、かと

考えられる D さらに，基本的にはそれぞれの気候や土壌の違いが影響を及ぼし，

地域ごとに絶妙な農業の生態系を形成しているものと思われる o

また，生活や景観などの人間生活に悪影響を及ぼす帰化植物(森田， 1990)につ

いては，これからは防除を含めて分布の拡大抑制(根元， 2006)が必要であろう o

外来植物が農地や路傍に蔓延する(種生物学会， 2006)現代の農業現場では，農地

と雑草との聞に新たな問題を生み出していることから，種の多様性は生物多様性

の実態を評価するうえで大きな意味を持っている。生物多様性の保全が地球環境

問題の重要な課題のーっとなっている(日本生態学会， 2004)ことからも，これか

らは農業の果たす役割がますます重視されてくるだろう O

農業の評価は農業生産の効率のみではなく(梅田， 1990)，農業者の生活の場と

して，また一般の農業者以外の人々にとって活用しうる場としての側面を持って

いる。雑草を含めて農業生態を維持する農地の景観構造の形成が今後ますます重

要となるであろうし，生物多様性をより重視した農業生産の推進が求められてく
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る(農林水産省， 2007)であろう o 適切な農業生産活動が行われることによって生

物多様性保全，良好な景観の形成などの機能が発揮されるのではなかろうか。

以上のことから， 農薬や化学肥料等の適時@適正な使用による環境保全型農業

を推進し，生き物と共生する農業のあり方が当面する生物多様性保全上の課題で

あると考えられる。

農業現場では人間活動によって維持されてきた草原@水固などの二次的自然的

景観を形成し，現在までに農業が生物多様性の維持に貢献してきた(矢原， 1997) 

ことから，近年の水田放棄地や畑地放棄地の景観に及ぼす影響等の課題も踏まえ

ながら，今後さらに環境保全型農業を進め，農業景観における生物多様性保全を

推進することが大切と考える o

本研究では，北海道における農業生態系での植物種は各地域それぞれに違いが

認められ，種数においても出現状況が異なったが，各地域において植物種はそれ

なりに豊富であることが明らかになった o 生物多様性の観点から，今後農業依存

種としての雑草や家音有毒植物，帰化植物の保全につとめ 農業景観を維持する

農業技術の振興を図っていく必要があるであろう。

農業景観における農耕地の雑草については 北海道各地の農業景観の構成要素

に多少の違いがあることや農業の歴史的な経過を踏まえ，農業空間の状況に応じ

た種の多様性保全を実施していくことが必要であろう O

京都大学総合博物館@京都大学生態学研究センター(2007)によれば，日本のか

つての里山(農用林)は，薪や草の採取などで人間が適度に援乱することで維持さ

れてきた生態系であり，里山は多くの生き物のすみかであっ・たことを物語ってい

ると述べている。

こうした多くの生き物のすみかという観点にたって，各地方の植物種多様性や

保全について考えた場合，例えば，農業生産基盤としての空間を生かした植物種

の保全については，畑作主体の十勝地方や網走東部地方では，孤立林やカラマツ

防風林周辺の緩衝帯，道路周辺や畑地問の緩衝帯を保持し刈取りなど植生の適度

の管理を行っていく，また水問主体の空知南部地方や上)11北部地方では，畦畔，

水路，河川支流域の緩衝帯や湿地帯草原について植生管理を行っていく， 日高地
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方や根室中部地方の馬産地や酪農地帯では，草地，カラマツ防風林や広葉雑木林

周縁の緩衝帯草原などの農業空間の維持管理を実施することにより，植物種の保

全を図ることができるのではないかと考えられる o また屋敷林など生活基盤とし

ての空間を生かした保全についても考えられる。これらの保全のあり方の例につ

いては表 2回42に示した。

こうした検討を踏まえ，北海道の中でも代表的な農業地帯である十勝に限定し

た植物種の多様性と保全について，今後さらに研究を進めていく o
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1967年から 1999年まで北海道 6地域において，農業景観における植物種の多

様性について調査し，各地域において多様な植物種を観察した。それをもとに植

物種の多様性保全について検討した。その結果を次のように集約する o

1.各地域の植物種の合計から平均値を整数で求めた結果，全植物種については，

科数では 59科，種数では 394種であった。その中で一年生(越年生を含む，以

下両じ)は 34.5%，多年生は 65.5%であった。

2. これらを植物区分ことに算出した平均値で比較すると 畑地雑草(畑地周縁を

含む)では科数で 44科，種数では 245穏であった。そのうち一年生は 34.1%で

あり多年生では 65.9%であったO

3. 水田雑草(畦畔を含む)では，科数で 19科，種数では 53種であり，一年生は

34.6%，多年生は 65.4%であった o

4.田畑共通雑草では，科数では 15科，種数では 38種であり，一年生は 30.7%，

多年生は 69.3%であった。

5. このように耕地雑草のどの区分においても多年生が 65%以上を占めており，

農業景観における植生の特徴を明らかにすることができた o

6. また，アギナシ，イトモ，オオアブノメ，タヌキモ，タマミクリ，ミクリ，

エゾミクリ，ミズアオイなどの絶滅危倶種も観察された。水田ではカヤツリグ

サ科やイグサ科などの湿地性の植物も多数見られた o

7. 家畜有毒植物では，科数で 28科，種数で 65種を観察した。それらの中で一

年生は 18.90/0であり，多年生は 81.1010と圧倒的に多年生が多かった。

8.帰化植物については，科数で 24科，種数で、 120種が出現した。それらの中で

一年生は 45.3%，多年生は 54.7%であった。また，外来生物法に指定されてい

るオオハンゴンソウなどの勢力旺盛な植物も観察された。

9. 耕地内での雑草発生分布状況では，上)11北部地方および日高地方に共通して

多かったものに セイヨウタンポポ，エゾノギシギシ，シロザ，ハコベ，イヌ

ビエ，オオヨモギなどであった。

10. また発生分布の少ない雑草には，上川北部地方ではミミナグサ，キツネノボ
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タン，キンエノコロなどが 9 日高地方ではエゾイヌゴマ，シラヤマギク，ユウ

ゼンギクなどが観察された。これらには畑地周縁に野草として生育するものや，

帰化植物などが含まれていた。

11.北海道 6農業地域で出現した植物の中で共通に多い科はキク科，イネ科，タ

デ科，アブラナ科，ナデシコ科，マメ科，キンポウゲ科，シソ科であった O ま

たその中でもキク科とイネ科が特に多かった。

12. 6農業地域における全雑車種では，十勝地方， 日高地方，網走東部地方およ

び空知南部地方では 400種を超えたが，上川北部地方および根室中部地方(湿

地性植物を除いた)では 326から 300種と少なかった o このことは各地域の気

象条件，農業の形態や圃場の管理状況などが影響しているものと思われる o

13. また，畑地雑草に占める多年生の割合を地域別に比較すると，十勝地方では

59.8%，日高，絹走東部および空知南部の各地方では 65.3%ないし 66.9%であ

ったのに対し根室中部地方では 70.9%と高かった。このように多年生の占める

割合の地域差については，畑作や草地酪農など農業形態の違いによる閏場管理

状況も関係しているものと思われる。

14.以上のように 6農業地域における植物種は多様であった。絶滅危倶種などの

希少な植物や農耕地内での出現の少ない植物など，これらの種多様性を保全す

ることが大変重要と考える o また，勢力旺盛な帰化植物については生態系撹乱

を紡ぐためにも，抜き取りなどの手法で，一定の根絶を図って行く必要もある

であろう O

15. これからは各地域の農業景観の特性に配慮、し，農業生産基盤としての空間や

生活空間における植物多様性保全を進めていくことが必要であろう。日本のか

つての里山(農用林)における生態系維持の役割を呼び戻し，環境保全型農業を

進めるなどの実践が今後もっと必要になってくるであろう o 例えば，十勝にお

いては，農地問の緩衝帯や道路周縁での草原植生の管理，カラマツ防風林や広

葉樹孤立林周縁における緩衝帯草原や湿地帯の植生管理など，人の手を加える

ことによって，二次的な撹乱を起こし生物多様性を図るなどの実践が必要であ

ろう。
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北港道の農業景観における8地域の雑草罷分ごとの科 a種数

畑地雑草

地 域 科数 ネ重 数

!一年生 一越年生 越年生 多年生 言十

十勝 43 53 14 21 140 234 
上川北部 41 34 9 20 124 181 
日高 44 53 11 28 111 269 
網走東部 45 50 13 26 180 269 
空知南部 45 50 11 29 169 259 
横室中部 44 39 12 23 180 254 

水田雑草

地 域 科数 手重 数

一年生 一越年生 越年生 多年生 計
十勝 30 25 3 3 49 80 
上川北部 18 9 。 31 41 
日高 16 16 。 30 41 
網走東部 15 15 。 24 40 
空知南部 18 16 2 。 34 52 
根室中部 一 一 一 一 一 一
田畑共通雑草

地 域 科数 手重 数

一年生 一越年生 越年生 多年生 言十

十勝 12 9 2 21 33 

上JlI北部 15 8 2 2 25 31 
日高 18 10 29 41 

網走東部 15 8 26 36 
知南部 16 10 30 42 

根室中部 一 一 一 一 一 一
一一一一一

家蓄脊毒植物

地 域 科数 手重 数

'年生 一越年生 越年生 多年生 計

十勝 31 11 。 6 61 18 

上JII北部 28 5 。 4 41 56 

日高 28 10 。 4 53 61 

網走東部 29 9 。 4 53 66 

空知南部 30 9 。 3 55 61 

被室中部 22 5 。 3 45 53 

婦化植物

地 域 科数 種 数

一年生 一越年生 越年生 多年生 計

十勝 24 29 11 15 66 121 

上川北部 23 14 9 14 66 103 

日高 28 44 11 11 10 148 

網走東部 24 26 16 19 69 130 

空知南部 23 21 11 18 61 123 

根室中部 22 18 9 13 56 96 

金雑草

土色 域 手ヰ 数 F重 数

一年生 一越年生 越年生 多年生 計

十勝 61 95 21 34 262 412 

上111北部 61 56 14 21 229 362 

日高 60 106 24 35 283 448 

網走東部 59 83 23 35 216 411 

空知階部 59 90 18 38 218 424 

根室中部 47 42 !iL一一 25 219 300 
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北鵜遵農業景観の耕地雑草分布における出現の

北部

t 

コ，イ3"{~ヌT. I、コベ，

ソパ，スギナ，ヒメジョオン，オオイヌタヂ，アキメヒシパ，イ来

日高 |ピニL，アキタブキ，イヌホオズキ，ナギナタコウジュ，スカシタ
ゴボウ，ナズナ，ヒメスイバ，.Iノコ口グサ，

ツメクサ，キレハイヌガラシ，コヌ力グサ，ノボ口ギク，I 
ガガイエを

出現頻度合計が34以上の植物30種
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北部地方

自
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自，才才チドメ， 3ツパヒヨ
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北海道の耕地雑草， 帰化植物を多く舎む科名と科数

地
十勝 上JII北部 日高 網
59 51 71 67 70 62 

イネ 58 44 67 54 54 31 
25 17 23 22 23 19 
20 13 28 20 18 13 
20 20 22 24 17 19 
18 12 22 15 20 * 1 
17 10 19 16 18 11 
17 12 10 11 10 10 

シソ科 14 17 19 19 17 12 
12 10 11 11 17 *7 
*8 9 12 12 13 12 

*6 *5 *8 9 9 *7 
*7 *3 9 10 *7 9 

数値(~上9以上のもの *1ま参考数字
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北潜i蓋の農業景観におけるS地域の植物種多様性の特徴

〉 網走東部 〉 十勝
417 

〉 十勝
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〉 北部〉 接室主中部

〉 上JlI北部〉 根室中部

〉



北海遵の農業最観における植物種多機性の保全

'寸- - 甲田・-- -・ー .笥F喧.置剛...‘"

地 域 農業生産基盤としての空間 生活基盤としてのさ室開 自然

十勝地方 畑地，農道 農家屋敷，雑木林，国道 j可JlI，段丘

防風林，孤立林，緩衝帯 JR鉄路周辺，神社仏関

上JII北部地方 畑地，農道，水田，畦畔，水路縁 農家塵敷，雑木林，国道 河川，段丘

ため池，放葉地"可川壊防 JR鉄路周理，神社仏関

日高地方 畑地，草地，農道，ik田，陸畔 農家麗敷，雑木林，国道 河JII，段丘
河川堤防，放牧地 JR鉄路周辺，神社仏関

網走東部地方 畑地，農道， 71<.田，畦畔，水路 農家麗敷，雑木林，園遵 海JII，段丘
防風林，孤立林，緩衛帯 JR鉄路周辺，神社仏閣

聾知南部地方 水田，陛畔，水路，放棄地 農家屋敷，雑木林，間道 珂JII，湿地，二二日月湖
水回転作地，ため池 JR鉄路闇辺，神社仏関

根室中部地方 草地，放牧地，農道，緩衝帯 農家鹿敷，雑木林，聞道 珂JII，原野
防風林，孤立林，緩衝帯 神社仏関
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図2・1 北海道の農業景観における植物種多様性調査地の位置
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1 十勝地方(1967-1974)

3日高地方(1981-1985)
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5~知南部地方(19曾伊1996)

国

持Z

f量誼

。
札畿哨

2上川北部地方(1曾75-1979)
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3網走東部地方(1992旬開94)

8根室中部地方(1関7-1999)

図2・2 北海道の農業景観における植物種多様性調査地域
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